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未来創成学国際研究ユニットは、平成 25～ 26 年度に採択された統合創造学創成プロジェクト（研究代表者：

村瀬雅俊）の研究活動に基づき、基礎物理学研究所が主体部局となり、京都大学の研究所・センター・研究科な

ど 12部局が参画して、平成 27年 7月 28 日に発足しました。異分野を統合することの知的冒険によって、生命・

物質・こころの世界、あるいは人間社会・教育・経済を貫く普遍法則や創発原理を探求し、未来を方向づけるパ

ラダイム転換を目指しています。統合複雑系科学国際研究ユニット・宇宙総合学研究ユニットとも連携しながら、

多くの外国人教員を迎え、国際規模での研究ネットワークの構築を進め、独創的研究を推進していきます。

未来創成学国際研究ユニットでは、異分野を統合することの知的冒険によって生命・物質・こころの世界、あ

るいは人間社会・教育・経済の世界を貫く普遍法則や創発原理を探求し、未来を方向づけるパラダイム転換を目

指します。

そのために、まず「世界の記述は客観的でなければならない」という一方向的記述形式の根本的前提に異議を

唱え、その上で「人間が創り出した科学や文化が、 逆に人間に影響する」という観点に立脚します。この種の双

方向的な「創造的破壊現象」は、人間を取り巻くマクロな経済・社会、あるいは人間のこころの問題から、ミク

ロな量子世界の問題に至るまで幅広く存在し、科学者を翻弄・魅了して止みません。

これらの未科学・未踏領域の諸問題解明に向けて、学際・国際・人際ネットワークを駆使して挑戦していきます。

生命・物質・こころ、あるいは人間社会・教育・経済は、異なる階層レベルのシステムです。本研究プロジェ

クトでは、それらを実在物とは考えず、ダイナミックなプロセスとして捉えます。

どの階層レベルのシステムにおいても、「プロセスの結果がプロセスそのものに影響を与える」とき、システ

ムを構成している「要素」のスケールをはるかに超える大規模なパターンが突然創発します。このような「創造

的破壊現象」として、生命の起源やこころの進化、科学者の新理論着想の瞬間や社会構造の自己組織化、さらに

はパンデミックやバブル経済の崩壊、そして超伝導現象やミクロな世界の情報理論などが考えられます。様々な

階層レベルのシステムに見られる多様な創発現象を、人文科学・社会科学および自然科学の叡智を結集して探求

し、その背後に働いている普遍原理を探求するとともに、それぞれのシステムに特徴的な原理・法則の探求も行

います。そのプロセスを通して、新たな学問の創成につながることこそが「未来創成学」の醍醐味であると考え

ています。

1．未来創成学とは

2．事業の概要と目的

事業概要

事業目的
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氏名 / 所属 / 役職 研究概要

カール　ブラッドリー　ベッカー 
/
Carl Bradley Becker
京都大学こころの未来研究センター
教授

こころの未来研究センターでは、医療従事者の燃え尽き予防や、医療費配分の優
先順位の根拠について研究している。具体的には、アントノフスキーの首尾一貫
性感覚 (Sense of Coherence) という心理尺度で、問題が表面化する以前に防止可
能と思われるので、介護者や看護師、教師などの SOCを測り、高めようと努めて
い る。

藤井　紀子 / Noriko Fujii
京都大学原子炉実験所
教授

本研究分野では加齢や放射線、紫外線照射によってタンパク質中のアミノ酸上に
変化・修飾を受けたタンパク質が、どのような過程を経て、高次構造に影響を及
ぼし、病態へと至るかについての研究を行っている。 主な研究テーマは下記の通
りである。
1.　  放射線、紫外線、老化などによって生じるタンパク質中の異常アミノ酸の増
加とタンパク質の構造変化、異常凝集化、機能変化に関する研究

2.　タンパク質中のアミノ酸の反転（D- アミノ酸生成）とその生成機構
3.　紫外線による皮膚のタンパク質損傷
4.　タンパク質中のD- アミノ酸の微量迅速定量法の開発
5.　D-Asp 含有タンパク質特異的分解酵素の研究
6.　放射線耐性細菌の生体防御機構の研究

磯　祐介 / Yuusuke Iso
京都大学大学院情報学研究科
教授

逆問題解析、数値解析、偏微分方程式

3．研究概要
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氏名 / 所属 / 役職 研究概要

鎌田　東二 / Toji Kamata
京都大学こころの未来研究センター
教授

これまで、言霊思想、聖地論、神仏習合思想、翁童論（子どもと老人の問題）、霊
性思想、『古事記』や神話について研究してきた。人は 世界をどのように認識して
いるのか、その認識過程で宗教体験（神秘体験・霊的体験）のような「超越」が
起こる時、世界はどのように崩れたり、変化したり、 再編集されたりするのか。言
葉や場所や生命が生み出す超越性の仕組みやこころのさいはてを探るところから
人間の可能性と不可能性をみきわめてみたい。

溝端　佐登史 / Satoshi Mizobata
京都大学経済研究所
所長

経済システム理論およびソ連における企業・産業システムに関する実証研究でス
タートし、現在、経済システム、経済制度の研究を、日本およびソ連・ロシア、ヨー
ロッパ（東欧）、アジアの新興市場・市場経済移行諸国を対象として、実証研究を
続けている。市場経済への経済システム転換において、市場経済移行政策、経済
制度形成、企業構造とコーポレート・ガバナンス、経済主体の市場経済への適合
行動に関する実証研究に焦点をあてている。

河合　俊雄 / Toshio Kawai
京都大学こころの未来研究センター
教授

心理療法の実践を通して、そこで出会う様々なこころの問題を研究することに加え、
心理療法の歴史的・文化的な背景を検討し、そこに垣間見える現代のこころのあり
方を捉えることを課題としている。フロイトによる精神分析では神経症を主な対象
としてそれと密接に関係する自意識を前提としていたが、現代の意識はそれとは異
なる特徴をもつように変化しているという仮説のもとで、解離症状や発達障害、さ
らに身体疾患における心理療法に着目して研究している。 またこれまで心理療法
におけるイメージのはたらきに注目してきたが、最近は心理療法における弁証法的
な動きに興味を持っている。方法論的には、心理療法を中心に、調査研究や文献研
究も用いつつ、物語論的でない事例研究のあり方を模索している。

村瀬　雅俊 / Masatoshi Murase
京都大学基礎物理学研究所
准教授

生命とは何か？この古くて新しい問題はシュレーディンガーの名著『生命とは何
か』(1944) の出版以来、多くの物理学者の関心を惹いてきた。
しかし、未解決のままのこされている問題である。従来までの要素還元論では、
物質と生命の違いを捉えることはできない。そこで、要素過程にも着目すること
によって、生命と非生命の違い、あるいは病的状態と正常状態の違いなどを解明
する取り組みを行っている。

中野　伸一 / Shin-ichi Nakano
京都大学生態学研究センター
教授

水域生態系中の微生物学的諸プロセスに注目し、微生物ループの構造と機能（物
質循環）の解明を行っている。研究対象水域は、湖沼、沿岸海洋、河川。湖沼、
沿岸海洋では、プランクトンの食物網に着目し、植物プランクトンの生態と細菌・
超微細藻類と原生生物の食物網の研究を主に行っている。河川では、主に付着微
生物を対象とした微生物食物網の研究を行っている。

西平　直 / Tadashi Nishihira
京都大学大学院教育学研究科
教授

専門は、教育人間学、死生学、比較思想、哲学。哲学にも心理学にも教育学にも
飽き足らず、キリスト教や仏教思想に惹かれ、神秘思想からも多くを学びつつ、「人
間形成における宗教性・超越性の問題」に焦点を絞り思想研究を継続している。

西村　和雄 / Kazuo Nishimura
京都大学経済研究所
教授

非線形経済動学、教育経済学、神経経済学

大野　照文 / Terufumi Ohno
京都大学総合博物館
教授

化石無脊椎動物の殻形態と機能の関係の研究（機能・形態学）、現生生物の実験結
果に基づく古生物の生態復元（考現古生物学）についての研究。エディアカラ化
石生物群を対象とした多細胞動物の起源についての研究。観察、推理、話し合い、
確かめに基づく、科学的探求への動機付けのできる学習教材の開発。

岡田　暁生 / Akeo Okada
京都大学人文科学研究所
教授

十九世紀から二〇世紀前半に至る西洋音楽史は、芸術音楽と娯楽音楽の分裂のプ
ロセスであった。ベートーヴェンからシェーンベルクに至るドイツ絶対音楽は自
律美学に基づく高度の音の抽象化を目指し、他方ヴィルトゥオーソ音楽やオペラ
は革命後の近代市民社会にブランド化された上流娯楽を提供した。この分裂の様
相の分析を通してヨーロッパ近代精神に迫りたい。
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岡本　久 / Hisashi Okamoto
京都大学数理解析研究所
副所長

流体力学に現れる非線型現象の解明のため、アルゴリズムの解析、実際の計算、及
びその理論的解釈を総合的に行なっている。最近は精度保証計算にも興味がある。

大浦　拓哉 / Takuya Ooura
京都大学数理解析研究所
助教

数値解析の分野での基礎的な数値計算法の開発およびその解析を中心に行ってい
る。これまでの主な研究内容は、フーリエ型積分変換の高速高精度計算の研究であ
る。

佐々木　節 / Misao Sasaki
京都大学基礎物理学研究所
所長

一般相対論・宇宙論を中心とした理論物理学の研究を行っており、宇宙の起源と
進化を理解することを目標に研究を進めている。

柴田　一成 / Kazunari Shibata
京都大学大学院理学研究科附属天文台 花山
天文台
天文台長 /教授

宇宙における激しい活動現象、とくに電磁流体的な爆発・ジェット・活動現象を
研究している。研究手法としては、理論、とくにコンピュータ・シミュレーショ
ンを主としているが、観測データの解析（「ひので」衛星や飛騨天文台で得られた
太陽フレアなどの観測データの解析など）も積極的 に進めている。近年は、太陽
活動の地球への影響の予報、すなわち、宇宙天気予報や、さらに太陽フレアの生
命への影響など、宇宙生物学、宇宙生存学という分野にまで研究が広がりつつある。

高林　純示 / Junji Takabayashi
京都大学生態学研究センター
教授

植物由来の揮発性成分が媒介する昆虫-植物間相互作用ならびに植物間コミュニ
ケーションに関して化学生態学的手法を用いて研究している。

内田　由紀子 / Yukiko Uchida
京都大学こころの未来研究センター
特定准教授

私たちの周りにある価値観や思考様式などの「文化」とこころの関係に関心があ
ります。幸福感・他者理解・対人関係についての文化心理学研究を進めてきました。
こころの未来研究センターでは、精神健康を支える人間関係はどのようなものか、
その文化的・社会的基盤について研究していきたいと考えています。

山田　道夫 / Michio Yamada
京都大学数理解析研究所
教授

2次元および 3次元の Navier-Stokes 方程式に従う流体の運動を研究している。 
対象となる流体運動は、流体乱流、回転乱流、微小生物に関わる遅い流れなどで
ある。 乱流については流れの統計的特徴と相空間におけるカオス軌道の性質の関
係、 回転系の流れでは天体や地球惑星系における大規模流体運動と関連する波動と
流れの相互作用、遅い流れでは微小生物の運動機構などについて興味を持ち、そ
れぞれ理論的および数値解析的な研究を行うと共に、これらの研究に現れるデー
タ解析に必要な応用数学的手法の研究も行っている。

山口　栄一 / Eiichi Yamaguchi
京都大学大学院思修館
教授

21 世紀に入って、日本のサイエンス型産業の凋落が加速している。なぜこのよう
な凋落が起きたのか。バイオ産業について、その凋落が じつは日本のイノベーショ
ン政策、とりわけ SBIR（Small Business Innovation Research）政策の失敗によ
るものであることを証明してきた。そこで、新しいイノベーションモデルを研究し、
日本のイノベーション政策を改革するビジョンをデザインしながら、その中核を
になうべき「イノベーション・ソムリエ」、すなわちサイエンスとイノベーション
をつなぐ目利きを育成する大学院教育体系を研究している。

山内　淳 / Atsushi Yamauchi
京都大学 生態学研究センター
副センター長 /教授

個体群動態、進化動態

吉村　一良 / Kazuyoshi Yoshimura
京都大学大学院理学研究科
教授

ここ数十年の間に多くの科学技術はわれわれの予想を遥かに超えて進歩している。
それを支えているのは新規な物質（Material） の開発であり物質化学（Material 
Chemistry）の研究無くして現代のような科学技術の発展はありえない。金属元素
を含む無機化合物を対象とし、化学的な見地から、高温超伝導など新たな量子現
象を示す新物質を探索し開発することを目標にして研究を行っている。特に 21世
紀の材料を担うと期待される強い電子相関をもった系を中心に研究を行っている。
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構成員
役職 氏名 所属

ユニット長 佐々木　節 京都大学基礎物理学研究所　所長

副ユニット長 岡本　久 京都大学数理解析研究所　副所長

溝端　佐登史 京都大学経済研究所　所長

参加教員 カール　ブラッドリー　
ベッカー 京都大学こころの未来研究センター　教授

藤井　紀子 京都大学原子炉実験所　教授

磯　祐介 京都大学大学院情報学研究科　教授

鎌田　東二 京都大学こころの未来研究センター　教授

河合　俊雄 京都大学こころの未来研究センター　教授

村瀬　雅俊 京都大学基礎物理学研究所　准教授

中野　伸一 京都大学生態学研究センター　教授

西平　直 京都大学大学院教育学研究科　教授

西村　和雄 京都大学経済研究所　特任教授

大野　照文 京都大学総合博物館　教授

岡田　暁生 京都大学人文科学研究所　教授

大浦　拓哉 京都大学数理解析研究所　助教

柴田　一成 京都大学大学院理学研究科附属天文台 花山天文台　天文台長 /教授

高林　純示 京都大学生態学研究センター　教授

内田　由紀子 京都大学こころの未来研究センター　特定准教授

山田　道夫 京都大学数理解析研究所　教授

山口　栄一 京都大学大学院思修館　教授

山内　淳 京都大学 生態学研究センター　副センター長 /教授

吉村　一良 京都大学大学院理学研究科　教授

アドバイザー
役職 氏名 所属

アドバイザー 山極　壽一 京都大学　総長

塩田　浩平 滋賀医科大学　学長

篠原　総一 京都学園大学　学長

4．メンバー
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連携推進委員会
役職 氏名 所属

委員長 村瀬　雅俊 京都大学基礎物理学研究所　准教授

委員 西平　直 京都大学大学院教育学研究科　教授

高林　純示 京都大学生態学研究センター　教授

吉村　一良 京都大学大学院理学研究科　教授

研究推進戦略室
役職 氏名 所属

室長 村瀬　雅俊 京都大学基礎物理学研究所　准教授

委員 笠原　のりこ 京都大学学術研究支援室　リサーチ・アドミニストレーター

杉原　忠 京都大学学術研究支援室　副室長

鈴木　あるの 京都大学大学院理学研究科　学術推進部国際教育室　講師

常見　俊直 京都大学大学院理学研究科　学術推進部社会交流室　講師

（姓アルファベット順）2016 年 3月 31 日現在





活動報告
1．2015年度のイベント

2．2015年度の研究成果

3．アーカイブ

4．招聘外国人教員

5．電子ブック

2015年度　活動報告書
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1．京都大学国際ワークショップ「生命・物質・社会―想定外事態の創発―」
 • 日時：2015 年 5月 26 日（火）　15:30 ～ 19:00

 • 場所：京都大学旧演習林事務室ラウンジ

 • 詳細：http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/05/150526workshop_ja.pdf

京都大学・研究連携基盤・未来創成学国際研究ユニットの設置に先駆けて、京都大学国際ワークショッ

プ「生命・物質・社会－想定外事態の創発－」が、 京都大学旧演習林・ラウンジにて、2015 年 5月 26

日に開催された。組織委員長は、村瀬雅俊（京都大学基礎物理学研究所　准教授）、講演者は、Aage 

Moller （テキサス大学医学部　教授）、Cynthia Trevisan（カリフォルニア州立大学　准教授）、大野照

文（京都大学総合博物館　教授）、山口栄一（京都大学大学院総合生存学館　教授）らである。 参加者

は、約４０名であった。物質科学における量子描像と神経科学の最前線についての話題提供がCynthia 

Trevisan、およびAage Moller の二人の外国人研究者によって行われた。また、教育とイノベーション

の課題と展望についての話題提供が、大野照文と山口栄一によって行われた。生命、物質、社会は、背

後に潜むダイナミックスが単純に見えるにもかかわらず、しばしば多様で複雑な創発現象を提示する。

興味深いことに、異なる組織構成をした異なるシステムであっても、フィードバックプロセスが似てい

ると、同じような振る舞いを示す。この種のトピックスについて多くの観点から議論された。 本国際研

究ワークショップは、文部科学省科学研究費助成事業　挑戦的萌芽研究「統合科学の創造と統一生命理

論の構築」（研究代表者：村瀬雅俊・京都大学・ 基礎物理学研究所、課題番号 26560136）による研究

費助成に基づいて実施された。

1．2015 年度のイベント

講演者：Aage Moller、 テキサス大学医学部　教授（右端） 講演者：Cynthia Trevisan、 カリフォルニア州立大学　
准教授（右端）
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2．京都大学基礎物理学研究所　複雑系科学・未来創成学　学際シンポジウム
  学際融合シンポジウム 京都大学基礎物理学研究所研究会
「複雑システムにおける創造的破壊現象の原理に迫る」

 • 日時：2015 年 8月 6日（木）14:00 ～ 17:30、8月 7日（金）終日

 • 場所：コープイン京都

 • 趣旨：  本学際シンポジウムでは、異分野を統合することの知的冒険によって、生命や人間、あるいはその総

体である生態系や社会系、その産物である科学・技術・芸術・経済に見られる「創発現象」について

議論したい。創発現象として、予期せぬ危機的状況ももちろん含まれる。「想定外」の問題が次々と出

現することこそ、創発の本質と捉え、問題を創り出す創発現象を逆説的に利用することによって、問

題解決がはかられる可能性についても議論する。すなわち、危機的問題の発生とそれらの問題に対す

る解決過程を、広く「複雑システムにおける創造的破壊現象」と捉え、その背後に働く普遍原理を解

明するとともに一般法則を探求したい。

 • スケジュール

日時 区分 講演者 講演タイトル

2015 年
8月 6日 

講演 村瀬雅俊先生 複雑システム思考──未来創成学へのパラダイム転換

講演 郡司幸夫先生 切り閉じとしての振る舞い

講演 池上高志先生 情報のエンタングルメントによる間主観性の定量化

講演 山口栄一先生 イノベーションの本質

講演 三輪敬之先生 共創表現──場のファシリテーション技術

2015 年
8月 7日

講演 内海 健先生 自閉症スペクトラムと創造性

講演 津田一郎先生 自己組織化再考──第二種自己組織化の可能性

講演 内田由紀子先生 幸福感・ソーシャルキャピタルの文化的基盤：文化心理学からの検討

講演 袖川芳之先生 消費本能～お金の量と時間密度と交換速度

講演 茂木健一郎先生 The overfl ow model of the evolution of consciousness

講演 小林泰三先生 動的過程の計算論

講演 相澤洋二先生 非定常現象へのカオス理論の発展

講演 池田研介先生 大学という現場：なぜ教育と研究なのか
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3．京都大学基礎物理学研究所　複雑系科学・未来創成学　学際シンポジウム
京都大学未来創成学国際研究ユニット設置記念シンポジウム　「未来創成学の展望」

 • 日時：2015 年 8月 6日（木）18:00 ～ 20:00

 • 場所：コープイン京都

 • スケジュール：

4．遍歴磁性国際ワークショップ 
International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism
＜協賛＞

 • 日程：2015 年 9月 25 日（金）～ 9月 27 日（日）

 • 場所：京都大学理学研究科セミナーハウス

 • 概要：  本会議では、金属における遍歴電子の示す磁性がどのようなものであるか、またそれに関連し

てどのような新しい現象が現れるかを議論した。

 　　　　  　口頭発表は全て招待講演者によるもので、海外からはアメリカ、中国、香港、ドイツ、フラ

ンス等からの研究者が新しい研究成果を披露した。参加者数はポスター発表も含めて計 81 名

にのぼり、研究者、大学院生の枠を超えて活発な議論がなされた。

 　　　　  　会議では 9/25 の夕方にGet Together（ウェルカム・レセプション）が開催され、海外、国

内遠路からの参加者と交流を行った。9/26 は本国際ワークショップの組織委員長である京都

大学理学研究科の吉村一良教授によるオープニングの挨拶で、遍歴磁性体の歴史的な発展と今

後の展望について講演が行われた。その後、遍歴磁性の第一人者である兵庫県立大学物質科学

研究科の高橋慶紀教授による遍歴磁性理論のレビューが講演され、ドイツ・ライプチッヒ大学

（University of Leipzig）理学部長の Jürgen Haase 教授による銅酸化物高温超伝導体の発現機

構の根幹に関わる実験結果についての講演が行われた。コーヒーブレイクをはさみ、フランス・

グルノーブルのルイ・ネール研究所の Rafi k Ballou 教授によるフラストレート系遍歴磁性化

日時 区分 講演者 講演タイトル

2015 年
8月 6日 

挨拶

山極壽一先生
佐々木節先生
西村和雄先生
長谷川和子様

ごあいさつ

講演 大野照文先生 進化制約から人の学びを解き放つには？

講演 鎌田東二先生 未来創成学における身体の位置と力～身心変容技法と感覚価値

講演 高林純示先生 生態系における生物間相互作用・情報ネットワーク

コメント 茂木健一郎先生 
篠原総一先生
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合物についての中性子散乱実験に関する講演、高エネルギー研究所の門野良典教授による擬一次元ス

ピン系についてのμオン・スピン共鳴を用いた実験に関する講演、東京大学物性研究所・所長の瀧川

仁教授によるNMRを用いた重い電子系に関する実験についての講演と、興味深い講演が続いた。昼

食をはさみ、東京大学物性研究所の廣井善二教授の講演、名古屋大学理学研究科の伊藤正行教授の講

演、日本原子力研究開発機構の神戸振作博士の講演、カリフォルニア大学デイビス校（UC DAvis）の

Nicholas Curro 教授の講演、京都大学理学研究科の石田憲二教授の講演が行われ、初日の口頭発表は

計 11 件で、16:00 まで続けられた。講演の中では、これまで遍歴電子磁性の理論的発展に貢献され

てきた兵庫県立大の高橋慶紀先生の講演が印象的であった。この会議は今年退官を迎える高橋教授の

メモリアルも兼ねている。

 　　　　  　26 日夕方 16:30 から 18:30 までポスターセッションが行われた。ポスターセッションは海外の研

究者から日本の大学院生まで幅広い内容で盛況に議論された。

 　　　　  　27 日は午前中にコーヒーブレイクを挟んで、京都大学工学研究科・和氣剛博士、中国・浙江大学・

方明虎教授、兵庫県立大学物質理学研究科・坂井徹教授、香港の香港中華大学の Swee K. Goh 教授、

産総研・藤田麻哉博士、名古屋大学理学研究科・佐藤憲昭教授による遍歴電子磁性やエキゾティック

超伝導に関する招待講演 6件が行われ、13:00 からの京都大学工学研究科・中村裕之教授によるクロー

ジングの挨拶により閉会した。

 　　　　  　全体として非常に活発な議論が行われ、有意義なワークショップになった。

 • 詳細：http://kuchem.kyoto-u.ac.jp/kinso/IWIEM/index.html

5．未来創成学国際研究ユニット招聘外国人教員 Nicolas Schutz 氏セミナー 
Multiproduct-Firm Oligopoly: An Aggregative Games Approach (joint with Volker Nocke)
京都大学経済研究所ミクロ経済学・ゲーム理論研究会との共催

 • 講師：　Dr. Nicolas Schutz (University of Mannheim)

 • 日時：　2015 年 12 月 24 日（木） 17:00 ～ 18:30

 • 場所：　京都大学経済研究所本館 1階会議室

 • 詳細：　http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/category/events
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6．GSEE/Kyoto 2016
 • 日時：2016 年 2月 11 日（木）　10:00 ～ 18:00

 • 場所：  京都大学基礎物理学研究所湯川記念館パナソニック国際交流

ホール

 • 講演内容：

 　1）Juichi Yamagiwa（President, Kyoto University）

 　　“A Field Primatology -- A Window for Human Evolution”

 　2）M.K. Wu,（President, Don Hwa University）

 　　  “The role of regional university in local economic-social 

development ”

 　3）Masatoshi Murase（Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

 　　  “Astonishingly Interesting World of Science and Education: Knowing How We Know”

 　4）Toshinao Tsunemi（Kyoto University）

 　　  “Active and Experience-based Learning”

 　5）Tai-Kai Ng（Hong Kong University of Science and Technology）

 　　  “Challenges to（Science）Education in 21st Century”

 　6）Hong Ding（Institute of Physics, CAS）

 　　  “Science Education in China”

 　7）Jevin West（University of Washington）

 　　  “The Data Gold Rush in Science Education ”

 　8）Se-Jung Oh（Seoul National University）

 　　  “A new approach to enhance the public understanding of science in Korea”

 　9）  Terufumi Ohno（the Kyoto University Museum, and Osamu Marukawa, Board of Education, 

Kyoto Prefecture Government）

 　　  “Cooperative challenge by staff s of Kyoto University and Kyoto Prefectural Government to 

stimulate learning motivation of school pupils”

 　10）Shinichi Kawakami（Gifu University, Faculty of Education）

 　　  “A Learning Salon and the Database on Science Education Website”

 　11）  Yoriko Ikuta（Nara Prefectural Seisyo High School of Math and Science, Nara）

 　　  “An Approach to Fostering Science Professionals through the Seisho Science Exploration 

Program”

 　12）  Keisuke Ohno（Douzen High School, Okinoshima）

 　　  “Regional Revitalization focusing on Education: Oki-Dozen High School project”

 　13）  Akito Arima（Chancellor, Musashi-Gakuen, former Japanese Minister of Education and 

former President of Tokyo University）

 　　  “Science Education in Japan”
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 ・パネルディスカッション：

 　  テーマ　“How do we invite children into fascinating world of scientifi c inquiry?”

 　パネリスト

 　　  Akito Arima（Chancellor, Musashi-Gakuen）

 　　  Juichi Yamagiwa（President, Kyoto University）

 　　  Michiharu Nakamura（Japan Science and Technology Agency）

 　　  Kazuo Kitahara（Tokyo University of Science）

 　　  Kazunari Shibata（Kyoto University）

 　　  Kazuo Nishimura（RIEB, Kobe University）

 • 詳細：http://www.gsee-kyoto.kier.kyoto-u.ac.jp/GSEEKyoto2016_Index.html

7．International Symposium on Advanced Future Studies
 • 日時：2016 年 2月 12 日（金）10:00 ～ 17:05

 • 場所：京都大学基礎物理学研究所湯川記念館パナソニック国際交流ホール

 • プログラム：

 　10:00-12:05 Morning Session

 　 Chair: Jevin West（Information School, University of Washington, U.S.A.）

 　10:00-10:05 Misao Sasaki 

  （Director, Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

  "Opening Address"

 　10:05-10:20 Masatoshi Murase 

  （Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

  "Introduction to Advanced Future Studies"
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 　10:20-10:55 Alexander Vikman

  （Institute of Physics, Czech Academy of Sciences, Czech Republic）

  "The Dark Side of the Universe"

 　10:55-11:30 Hector Palomo Bombin 

  （Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

  "Topological Quantum Error Correction"

 　11:30-12:05 Harrison Hsueh-Cheng Cheng 

  （Department of Economics, University of Southern California, U.S.A）

  "Auction Design and Speculative Resale"

 　12:05-13:30 LUNCH BREAK

 　13:30-17:05 Afternoon Session

 　 Chair: Kazuyoshi Yoshimura（Graduate School of Science, Kyoto University）

 　13:30-14:05 Maw-Kuen Wu 

  （President, National Dong Hwa University, Taiwan）

    "The correlation of Fe-vacancy with superconductivity in FeSe and related 

superconductors"

 　14:05-14:40 Hong Ding 

    （Beijing National Laboratory for Condensed Matter Physics Institute of Physics, 

China）

  "Weyl fermion in condensed matter"

 　14:40-15:15 Minghu Fang 

  （Professor, Department of Physics, Zhejiang University, China）

    "Exploration of（Fe,Ni） -Chalcogenide Superconductors: Fe-vacancy order, new 

AFM states and SC"

 　15:15-15:30 BREAK

 　   Chair: Eiichi Yamaguchi（Graduate School of Advanced Integrated Studies in 

Human Survivability, Kyoto University）

 　15:30-16:05 Renhui Li 

  （Institute of Hydrobiology, The Chinese Academy of Sciences, China）

    "Cyanobacterial blooms -- not the expected blossom but the ecological disaster 

in water"

 　16:05-16:40 Jevin West 

  （Information School, University of Washington, U.S.A.）

  "Mapping the Emergence of Scientifi c Disciplines"

 　16:40-17:05 Tai-Kai Ng 

  （Hong Kong University of Science and Technology）

  "Creativity in Science and Mathematics - a diffi  cult problem for psychologists"

 • 詳細：http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/IS20160212/index.html
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8．「命、生命の不思議な旅の物語」シンポジウム
 ＜共催＞

 • 日時：2016 年 2月 27 日（土）16:00 ～ 19:30

 • 場所：今宮神社　参集殿

 • 講演会：登壇者　　村瀬 雅俊（京都大学 基礎物理学研究所 准教授）

 　　　　　登壇者　　Gert van Tonder（視覚認知科学 Ph.D.）

 　　　　　司　会　　吉村 一良（京都大学 大学院理学研究科 教授）

 • 詳細：http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2016/03/160227.pdf

9．太陽型星のスーパーフレアと太陽フレア、およびその惑星・地球への影響 
Superfl ares on Solar-type Stars and Solar Flares, and Their Impacts on Exoplanets and the Earth

 • 日程：2016 年 3月 1日（火）～ 4日（金）

 • 場所：京都大学理学研究科 6号館　Room207

 • プログラム：

 　3/1（Tue）Observation of Stellar Superfl ares and Solar White Light Flares

Time Name Rough contents of the talk

Chair: Kazunari Shibata

10:00-10:10 Kazunari Shibata Opening remarks

10:10-11:00 Hiroyuki Maehara Superfl ares and starspot activity on solar-type stars

11:00-12:00 Suzanne Hawley Observation of stellar fl ares

12:00-13:30 Lunch

Chair: Ayumi Asai（or Shinsuke Takasao）

13:30-14:30 Adam Kowalski Modeling of optical spectrum of stellar fl ares

14:30-15:30 Kyoko Watanabe Solar white-light fl ares

15:30-16:00 Break

Chair: Kiyoshi Ichimoto

16:00-16:30 Takako T. Ishii White light fl ares observed at Hida Observatory

16:30-16:45 Kosuke Namekata Statistical properties of solar white-light fl ares

16:45-17:00 Han Yuan Chang A LAMOST-Kepler spectrophotometric study of hyper fl ares 
of M dwarfs

17:00-17:15 Li-Ching Huang Physical Properties of G-type Kepler Eclipsing Binaries
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 　3/2（Wed）Observation of Stellar Superfl ares and Spectroscopic Observations

Time Name Rough contents of the talk

Chair: Hiroaki Isobe

10:00-11:00 Luis A. Balona Flare stars across the H‒R diagram

11:00-12:00 Valery Nakariakov Oscillations of stellar fl ares

12:00-13:30 Lunch

Chair: Suzanne Hawley

13:30-14:15 Yuta Notsu Spectroscopic observations of solar-type superfl are stars

14:15-14:30 Satoshi Honda Spectroscopic observations of fl are star EV Lac at NHAO

14:30-15:30 Yoichi Takeda Activities and related properties of solar-type stars

15:30-16:00 Break

Chair: Satoshi Honda

16:00-17:00 Steven Saar Observations of Magnetic Cycles in Late-type Single Dwarfs: 
What are They Telling Us?

17:00-17:30 Mark Cheung Evolving Models of Stellar Photospheric and Coronal 
Magnetic Fields

 　3/3（Thu）Possibility of superfl ares on the Sun

Time Name Rough contents of the talk

Chair: Hiroyuki Maehara

10:00-10:30 Kazunari Shibata Can superfl ares occur on the Sun?

10:30-11:30 Hideyuki Hotta Current understanding of solar global scale magnetic fi eld 
and dynamo

11:30-11:45 Hisashi Hayakawa World-Wide Records of Solar Flare Candidates in the 10th 
century and the 18th century

11:45- Lunch

PM Tour to Kwasan Observatory（Excursion）
http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/general/facilities/index_kwasan_en.html

 　3/4（Fri）Planets（AM）& Future Plans（PM）

Time Name Rough contents of the talk

Chair: Takanori Sasaki

10:00-11:00 Masashi Omiya Observations of exoplanets and stellar activity

11:00-11:15 Takuya Takahashi CMEs of solar superfl ares

11:15-11:45 Daisaku Nogami Kyoto 3.8m telescope and future plans of our superfl are 
studies

11:45-13:30 Lunch

Chair: Daisaku Nogami

13:30-17:00 Discussions ~Future plans of superfl are studies~
（Moderators: Daisaku Nogami and Kazunari Shibata）

　Short comments & Topics
　　-Daisaku Nogami: Future plans of our superfl are studies
　　-Hiroyuki Ishikawa: Comment on the habitability of M-type stars
　　-Fumihide Iwamuro: Short comment on spectrograph of Kyoto 3.8m telescope
　　-Bun’ei Sato: Comment on spectroscopic observations with Kyoto 3.8m telescope
　　　（Introduction of TESS）
　　-Possibility of International Collaboration

 • 詳細：  http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/category/events
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10．International Workshop on Advanced Future Studies
 • 日時：2016 年 3月 14 日（月）15:00 ～ 16 日（水）10:00

 • 場所：コープイン京都

 • プログラム

 　March 14（Mon.）

 　Joint Conference and Introduction / Room 204-205

 　Chair: Kazuyoshi Yoshimura（Graduate School of Science, Kyoto University）

 　15:00-15:50 Masatoshi Murase（Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

  "Scope of Advanced Future Studies"

 　Main Session / Room 204-205

 　Chair: Masatoshi Murase（Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

 　16:00-18:00 Pan Zhang（Institute of Theoretical Physics, Chinese Academy of Sciences, China）

  "Statistical-Physics-based Clustering in Networks"

  Minghu Fang（Department of Physics, Zhejiang University, China）

  "Topological Materials"

  Keiichiro Tokita（School of Informatics and Sciences, Nagoya University）

  "The Science of Biodiversity: Theoretical Perspectives"

 　Sub Session / Room 203

 　Chair: Tadashi Nishihira（Graduate School of Education, Kyoto University）

 　16:00-18:00 Masato Doi,（Graduate School of Education, Kyoto University）

    "How should we inquire about relationships between human beings and technology? : 

taking a hint from the philosophy of Miki Kiyoshi"

    Wataru Mori（Graduate School of Education, Kyoto University）

      "Interdisciplinary between biology, anthropology and sociology supported by emotion 

; taking a hint from the text of Geoges Bataille"

 　March 15（Tue.）
 　Main Session / Room 204-205

 　Chair: Kazuyoshi Yoshimura（Graduate School of Science, Kyoto University）

 　9:00-10:00 Masaki Imai（Graduate School of Science, Kyoto University）

    "NMR study of spin fluctuations in the layered itinerant-electron metamagnetic 

compound Sr1-xCaxCo2P2"

  Haruka Morishita（Graduate School of Science, Kyoto University）,

    "Single crystal growth and characterization of a permanent magnet material, La-

substituted M-type Sr ferrites"

  Yao Zhang（Graduate School of Science, Kyoto University）

    "Effect of spin fluctuations on itinerant electron magnetism in Iron-Gallium 

Intermetallic systems"

  Yuya Haraguchi（Graduate School of Science, Kyoto University）

    "Li2ScMo3O8 as a spin-liquid candidate of the triangular lattice antiferromagnet"
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 　10:00-10:10 Break 10min.

 　Chair: Atsushi Yamauchi（Center for Ecological Research, Kyoto University）

 　10:10-11:10 Junji Takabayashi（Center for Ecological Research, Kyoto University）

  "Interaction and information networks in ecosystems"

  Hojun Rim（Center for Ecological Research, Kyoto University）

  "Eff ects of carnivore-induced plant volatiles on their prey fi nding behavior"

  Yoshitaka Nakashima（Center for Ecological Research, Kyoto University）

    "Novel methods of forecasting pests based on landscape ecological 

perspectives"

  Rika Ozawa（Center for Ecological Research, Kyoto University）

    "The involvement of microorganisms in a tritrophic interactions of lima bean 

plants, two-spotted spider mites and predatory mites"

 　11:10-11:15 Break 5min.

 　Chair: Junji Takabayashi（Center for Ecological Research, Kyoto University）

 　11:15-12:00 Takahiro Yamagishi（Center for Ecological Research, Kyoto University）

  "Joint Evolution of Cytoplasmic Male Sterility and Selfi ng in Plant"

    Iki Murase（Atmosphere and Ocean Research Institute, The University of 

Tokyo）

  "Study on herring in Hokkaido, Japan"

  Joseph Fedrow（Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

  "What is the ultimate fate of our Universe?"

 　Sub Session / Room 203

 　Chair: Tadashi Nishihira（Graduate School of Education, Kyoto University）

 　9:30-12:00 Yuho Goto（Graduate School of Education, Kyoto University）

  "Narcissism and maturity: based on the text of Sigmund Freud"

    Tomoya Mogami（Graduate School of Global Environmental Studies, Kyoto 

University）

    "How are individual and universal intermediated between? : Taking a hint from 

the fi gure in the latter term of Nishida's philosophy"

    Hideki Masui（Graduate School of Global Environmental Studies, Kyoto 

University）

    "Circular Causality and Unpredictability: based on the Epistemology of Gregory 

Bateson"

 　Joint Conference / Room 204-205

 　  Chair: Keiichiro Tokita（School of Informatics and Sciences, Nagoya University）

 　14:00-16:00 Tadashi Nishihira（Graduate School of Education, Kyoto University）

  "Preparation’ for Creative Inspiration - from the teaching of Japanese

  classical ‘Keiko; exercise and expertise'"
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  Tae-Soo Chon（Pusan National University, Korea）

    "Perspective of Integrative Ecological Sciences in Linking Society and Academic Fields 

from Genes to Ecosystems"

  Atsushi Yamauchi（Center for Ecological Research, Kyoto University）

    "Spatial Patterns Generated by Simultaneous Cooperation and Exploitation Favor the 

Evolution of Altruism"

  Kazuyoshi Yoshimura（Graduate School of Science, Kyoto University）

  "Metamagnetic Transition"

 　16:00-16:20 Break 20min.

 　Chair: Kazuyoshi Yoshimura（Graduate School of Science, Kyoto University）

 　16:20-17:30 Taizo Kobayashi（Department of Medical Technology, Teikyo University）

  "Uncertainty and Dynamical Process on Computation"

  Tomoko Murase（Japanese Red Cross College of Nursing）

  "New Nursing Model Based on Self-nonself Circulation Theory"

  Izumi Takeda（University of California, San Diego, U.S.A.）

    "Project-Based-Learning with 21st Century Skills for the Japanese Language 

Classroom."

  Masatoshi Murase（Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto University）

 　 Closing Address

 　17:30-18:00 Break 30min.

 　18:00-21:00 Discussion（1st Floor）

 　March 16（Wed.）

 　7:00-10:00 Free Discussion（1st Floor）

 • 詳細：  http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/IS20160314/index.html
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❖ プレス
 •「社会人教育　教養を重視 京大も高額講義、本質見極める力養う」

                                                   （日本経済新聞　2015/12/16 付朝刊）

 　http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/results/20151121.html

❖ シンポジウム・ワークショップ
 •  村瀬雅俊：公開講演「生命の不思議」同志社大学創造経済研究センター主催「命、生命の不思議な旅

の物語」シンポジウム　今宮神社、2016 年 2月 27 日

 　http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2016/03/160227.pdf

 •   Prof. Masatoshi Murase gave a talk on “Astonishingly Interesting World of Science and 

Education ―Knowing How We Know―” at Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto 

University for GSEE/Kyoto 2016 on February 11, 2016

 　http://www.gsee-kyoto.kier.kyoto-u.ac.jp/GSEEKyoto2016_Index.html

 •  村瀬雅俊：環境講座【失敗や想定外事態から学ぶ―新たな学問創成に向けて―】宇治市生涯学習センター　

2015 年 10 月 1日、8日、15日

 　http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/results/20151001.html

❖ その他
 • SPIRITS 対談：村瀬雅俊准教授（基礎物理学研究所）×河野泰之所長（東南アジア研究所）

 　http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/news/20160118.html

 • 村瀬雅俊：鳥取県立鳥取東高等学校　公開講座「生命の基礎物理学」京都大学基礎物理学研究所　

2015 年 10 月 15 日

 •  村瀬雅俊：滋賀県立膳所高等学校　公開講座「生命の基礎物理学」京都大学基礎物理学研究所　2015

年 10 月 2日

 　http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/results/20151002.html

2．2015 年度の研究成果
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• 2015-001:京都大学複雑系科学・未来創成学学際シンポジウム報告書
 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/11/2015-001_small.pdf

• 2015-002:「複雑システム思考－未来創成学へのパラダイム転換」
 村瀬雅俊氏（京都大学基礎物理学研究所・准教授）

 ～京都大学基礎物理学研究所研究会・講演録（2015/8/6）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2016/01/2015-002_small.pdf

• 2015-003:「イノベーションの本質」
 山口栄一氏（京都大学大学院総合生存学館・教授）

 ～京都大学基礎物理学研究所研究会・講演録（2015/8/6）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/11/2015-003_small.pdf

• 2015-004:「進化の制約から人の学びを解き放つには？」
 大野照文氏（京都大学総合博物館・教授）

 ～京都大学未来創成学国際研究ユニット設置記念

 シンポジウム・講演録（2015/8/6）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/11/2015-004_small.pdf

• 2015-005:「生態系における生物間相互作用・情報ネットワーク」
 高林純示氏（京都大学生態学研究センター・教授）

 ～京都大学未来創成学国際研究ユニット設置記念

 シンポジウム・講演録（2015/8/6）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/11/2015-005_small.pdf

• 2015-006:「幸福感・ソーシャルキャピタルの文化的基盤」
 内田由紀子氏（京都大学こころの未来研究センター・准教授）

 ～京都大学基礎物理学研究所研究会・講演録（2015/8/7）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/11/2015-006_small.pdf

• 2015-007:「消費本能ーーお金の量と時間密度と交換速度」
 袖川芳之氏（京都学園大学・教授）

 ～京都大学基礎物理学研究所研究会・講演録（2015/8/7）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/11/2015-007_small.pdf

3．アーカイブ
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• 2015-008:「ごあいさつ」
 山極壽一氏（京都大学　総長）

 佐々木 節氏（京都大学基礎物理学研究所　所長）

 西村和雄氏（京都大学経済研究所　特任教授）

 長谷川和子氏（株式会社京都クオリア研究所　取締役）

 ～京都大学未来創成学国際研究ユニット設置記念

 シンポジウム・講演録（2015/8/6）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/12/2015-008_small.pdf

• 2015-009:「閉会ごあいさつ」
 茂木健一郎氏（株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所　上級研究員）

 篠原総一氏（京都学園大学　学長）

 ～京都大学未来創成学国際研究ユニット設置記念

 シンポジウム・講演録（2015/8/6）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2015/12/2015-009_small.pdf

• 2015-010:「The narrowness of AI and human adaptation」
 茂木健一郎氏（株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所　上級研究員）

 ～京都大学基礎物理学研究所研究会・講演録（2015/8/7）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2016/01/2015-010_small.pdf

• 2015-011:「動的過程の計算論」
 小林泰三氏（帝京大学福岡医療技術学部　准教授）

 ～京都大学基礎物理学研究所研究会・講演録（2015/8/7）

 PDF http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~future/wp-content/uploads/2016/01/2015-011_small.pdf
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基礎物理学研究所・数理解析研究所・経済研究所などで、講師相当の外国人教員を雇用期間が通年である

もの１名と雇用期間を３ヶ月程度であるもの４名（長期雇用１名、短期雇用４名）を年度毎に雇用します。

雇用の形式は、公募・推薦どちらのケースも想定しています。

基礎物理学研究所は、北部キャンパス近郊に、数理解析研究所と共同運用している宿泊施設（北白川学舎）

を完備しており、年間を通して国内学の研究者が宿泊所として利用しています。安定した宿舎の提供を行っ

ている点では、外国人の短期・長期滞在を効率的に推進できます。

氏名 所属・役職 招聘期間

Hector Palomo Bombin 基礎物理学研究所　特定講師 2016/1/1-2020/3/31

氏名 所属・役職 受入機関・教員 招聘期間

Jeremy James Piggott Research Fellow, Department of 
Zoology, University of Otago, New 
Zealand

生態学センター
高林純示教授

2015/11/2-11/20
2016/2/23-2/29

Alexander Vikman Leading Research Scientist, Institute 
of Physics (FZU) of the Czech 
Academy of Sciences, Czech 
Republic

基礎物理学研究所
佐々木節教授

2015/12/1
-2016/2/28

Nicolas Schutz Assistant Professor, Department 
of Economics, University of 
Mannheim, Germany

経済研究所
溝端佐登史教授

2015/12/16
-2016/2/1

Harrison Hsueh-
Cheng Cheng

Associate Professor, Department 
of Economics, University of 
Southern California, U.S.A

経済研究所
西村和雄特任教授

2016/1/17-2/17

Renhui Li Professor and Director of Algal 
Research Center, Institute of 
Hydrobiology, The Chinese 
Academy of Sciences, China

生態学センター
高林純示教授

2016/2/1-2/29

福利厚生について

招聘外国人教員　特定講師

2015年度招聘外国人教員

4．招聘外国人教員
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氏名 所属・役職 受入機関・教員 招聘期間

Minghu Fang Professor, Department of Physics, 
Zhejiang University, China

理学研究科
吉村一良教授

2016/2/1-3/31

Pan Zhang Associate Professor, Institute of 
Theoretical Physics, Chinese 
Academy of Sciences, China

基礎物理学研究所
村瀬雅俊准教授

2016/3/1-3/31

氏名 所属・役職 受入機関・教員 招聘期間

Jevin West Assistant Professor, Information 
School, University of Washington, 
U.S.A

基礎物理学研究所
村瀬雅俊准教授

2016/2/9-2/16

Christian D. Ott Professor, Physics, Mathematics 
and Astronomy,
California Institute of Technology, 
U.S.A

基礎物理学研究所
佐々木節教授

2016/1/1-3/31

2015年度短期招聘外国人研究者
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以下は、2015 年度に本ユニットで購入した電子ブックの一覧です。

部局 タイトル

教育学研究科 Relational Freedom : Psychoanalysis in a New Key Book Series

Psychoanalysis and the Artistic Endeavor

Micro-trauma : A Psychoanalytic Understanding of Cumulative Psychic Injury

Understanding and Treating Patients in Clinical Psychoanalysis

Body-States:Interpersonal and Relational Perspectives on the Treatment of Eating 
Disorders

The Interpersonal Tradition

Mended by the Muse: Creative Transformations of Trauma

Cupid's Knife: Women's Anger and Agency in Violent Relationships

The Fallacy of Understanding & The Ambiguity of Change

Contemporary Psychoanalysis and the Legacy of the Third Reich

What Do Mothers Want?

Prelogical Experience

Clinical Values

Prologue to Violence

Still Practicing

Imagination from Fantasy to Delusion

Dancing with the Unconscious

Money Talks

創造性研究 1　創造の理論と方法

創造性研究 2　創造の諸型

創造性研究 3　創造と企業

創造性研究 4　創造と教育

創造性研究 5　日本の科学者と創造性

創造性研究 6　創造性研究と測定

創造性研究 7　創造的な問題解決

創造性研究 8　創造的なイメージ

創造性研究 9　「驚き」から「閃き」へ

創造性研究 10　異分野・異文化の交流と創造性

理学研究科 WOL eMRWs, International tables for crystallography

5．電子ブック
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部局 タイトル

人文科学研究科 Cartesian rationalism : understanding descartes

D'Holbach's Coterie : An Enlightenment in Paris

Princeton Legacy Library : Diderot's Chaotic Order : Approach to Synthesis

Princeton Legacy Library : Political Philosophy of Rousseau

Princeton Legacy Library, Volume 1 : Structure and Form of the French Enlightenment, 
Volume 1 : Esprit Philosophique

Princeton Legacy Library : Structure and Form of the French Enlightenment, Volume 
2 : Esprit Revolutionnaire

Princeton Legacy Library : Intellectual Origins of the French Enlightenment

Beckett's Words（1st Edition）

Schriften des Historischen Kollegs, Volume 91 : Purpose of the First World War : War 
Aims and Military Strategies

Heritage and Memory of War : Responses from Small Islands

The European Anarchy

Japan and the Great War

Revolutionary Ireland, 1912-25（1st Edition）

Oxford Historical Monographs : Remembering the Irish Revolution : Dissent, Culture, 
and Nationalism in the Irish Free State

世界民族百科事典

経済研究所 Developments of International Trade Theory（2nd Enhanced Edition）

Bank Liquidity Creation and Financial Crises

Clearing, Settlement and Custody （Second Edition）

Contemporary Financial Intermediation （Third Edition）

The Economics of Screening and Risk Sharing in Higher Education

Econophysics

Elements of Financial Risk Management （Second Edition）

The Evidence and Impact of Financial Globalization

The Independence of Credit Rating Agencies

Intermediate Financial Theory （Third Edition）

An Introduction to the Mathematics of Financial Derivatives （Third Edition）

Introduction to Mortgages & Mortgage Backed Securities

Mergers, Acquisitions, and Other Restructuring Activities （Eighth Edition）

Principles of Financial Engineering （Third Edition）

Rethinking Valuation and Pricing Models

Risk Neutral Pricing and Financial Mathematics

Understanding Credit Derivatives and Related Instruments （Second Edition）
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部局 タイトル

経済研究所 The Capital Asset Pricing Model in the 21st Century

Commodity Price Dynamics

Preference, Value, Choice, and Welfare

Principles of Pricing

Market Liquidity

Mechanism Design : A Linear Programming Approach

Dynamic Models for Volatility and Heavy Tails

Economics of the Family

Léon Walras: Elements of Theoretical Economics

Applied Choice Analysis（2nd edition）

原子炉実験所 Chirality at the Nanoscale: Nanoparticles, Surfaces, Materials and More

Amyloid Fibrils and Prefi brillar Aggregates: Molecular and Biological Properties

Protein Oxidation and Aging

Protein and Peptide Folding, Misfolding, and Non-Folding

Computational and Statistical Methods for Protein Quantifi cation by Mass 
Spectrometry

Protein Misfolding Diseases: Current and Emerging Principles and Therapies

Redox Proteomics: From Protein Modifi cations to Cellular Dysfunction and Diseases

Peptidomimetics in Organic and Medicinal Chemistry

Studies on the Cornea and Lens

The Molecular Chaperones Interaction Networks in Protein Folding and Degradation

Aging Mechanisms

Tyrosine and Aspartic Acid: Properties, Sources and Health Benefi ts

Molecular Biology of Eye Disease （Progress in Molecular Biology and Translational 
Science）

Bio-nanoimaging : Protein Misfolding & Aggregation

Mirror-Image Asymmetry: An Introduction to the Origin and Consequences of Chirality

The networking of chaperones by co-chaperones control of cellular protein 
homeostasis

生態学研究センター Trait-Mediated Indirect
Interactions: Ecological and Evolutionary Perspectives / Ohgushi, T., Schmitz, O.J. & 
Holt, R.D.

Advances in Ecological
Research volume 52 : Trait-Based Ecology / Pawaar, S., Woodward, G., & Dell, A.I.

Insect-Plant Interactions / Voelckel, C. & Jander, G.

Chemiical Ecology of Insect
Parasitoids / Wajnberg, E. & Colazza, S.
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生態学研究センター Biodiversity and Insect pests / Gurr, G.M. et al.

Introduction to Population Ecology / Rockwood, L.L.

Handbook of Meta-analysis in Ecology and Evolution / Koricheva, J., Gurevitch, J. & 
Mengersen, K.L.

How to Do Ecology / Karvan, R., Huntzinger, M. & Pearse, I.S.

Roots of Ecology : Antiquity to Haeckel / Egerton, F.N.

Plant Sensing and Communication / Karban, R.

How Species Interact:altering the standard view on trophic ecology / Arditi, R. & 
Ginzburg, L.

Approaches to Plant Evolutionary Ecology / Cheplick, G.P.

Ecological Speciation / Nosil, P.

Processes in Microbial Ecology / David L. Kirchman

Nonlinear Dynamics: Materials, Theory and Experiments / Mustapha Tlidi, Marcel G. 
Clerc

The New Statistics with R:an introduction for biologists

Analysis of Longitudinal Data / Peter J. Diggle, Patrick J. Heagerty, Kung-Yee Liang

Environmental Microbiology: From Genomes to Biogeochemistry / Eugene L. Madsen

Marine Protists: Diversity and Dynamics / Ohtsuka, S., Suzaki, T., Horiguchi, T., 
Suzuki, N., Not, F.

The Princeton guide to ecology / Simon A Levin, Stephen R Carpenter

The major transitions in evolution / John Maynard Smith;  Eö rs Szathmá ry

Advances in Botanical Research
Volume 69 : Genomes of herbaceous land plants / Andrew H Paterson

Advances in Ecological Research Volume 48 : Global change in multispecies systems 
Pt. 3 / edited by Ute Jacob, Guy Woodward

Mutualism / Judith L. Bronstein

Early Events in Monocot Evolution / Paul Wilkin,Simon J. Mayo

基礎物理学研究所 Nature of diversity : an evolutionary voyage of discovery

Codes of life : the rules of macroevolution

Life in extreme environments

Genetics of adaptation

数理解析研究所 Latin Squares and their Applications（Second Edition）

Exact Statistical Inference for Categorical Data

Fundamentals of Technical Mathematics

The Birnbaum-Saunders Distribution

Bent Functions

Derivative with a New Parameter
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部局 タイトル

数理解析研究所 Zero

Algebraic and Discrete Mathematical Methods for Modern Biology

The Joy of Finite Mathematics

Uncertainty Quantifi cation and Stochastic Modeling with Matlab

The Linear Algebra Survival Guide

Semi-Markov Models

Methods and Applications of Longitudinal Data Analysis

An Introduction to Stochastic Orders

Multiphysics Modeling

A New Concept for Tuning Design Weights in Survey Sampling

Fractional Evolution Equations and Inclusions

Numerical Solutions of Three Classes of Nonlinear Parabolic Integro-Diff erential 
Equations

Geometry with Trigonometry（Second Edition）

Hazardous Forecasts and Crisis Scenario Generator

Boundary Value Problems for Systems of Diff erential, Diff erence and Fractional 
Equations

Computational and Statistical Methods for Analysing Big Data with Applications





記録集
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3．プロジェクトレポート
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京都大学未来創成学国際研究ユニット

京都大学複雑系科学・未来創成学学際シンポジウム 

京都大学基礎物理学研究所研究会
【複雑システムにおける創造的破壊現象の原理に迫る】 

日時：2015年8月6～7日 
場所：コープイン京都 

京都大学未来創成学国際研究ユニット設置記念シンポジウム 
【未来創成学の展望】

日時：2015年8月6日（木）18時～20時 
場所：コープイン京都 

本シンポジウムは、京都大学・研究連携基盤・未来創成学国際研究ユニット・基盤経費（平成27年7月29日通知、
ユニット長：佐々木節）、京都大学・研究開発プログラム・研究支援制度【いしずえ】（平成27年7月31日通知、研
究代表者：村瀬雅俊）による研究助成、京都大学研究強化促進事業学際・国際・人際融合事業「知の越境」融合チー
ム研究プログラム【学際型】SPIRITS（SPIRITS：Supporting Program for Interaction-based Initiative Team 
Studies）京都大学統合創造学創成プロジェクト（平成25～26年3月31日、研究代表者：村瀬雅俊）の研究成果に基
づいて実施されました。 

http://www.nics.yukawa.kyoto-u.ac.jp/events.html 
http://research.kyoto-u.ac.jp/service/topic/spirits/lists/h25list_j/sprits_h25ja_65_murase/ 

京都大学未来創成学国際研究ユニット設置記念シンポジウム 
【未来創成学の展望】
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【未来創成学とは】
　京都大学基礎物理学研究所の村瀬雅俊准教授が提唱する、新たな学問領域。これまでの科学が、過去の蓄積
を積み上げた要素還元主義的なアプローチ手法によって発達してきたことに対し、「未来」は「現在」の思考
によって形作られていくという考えをもとに、利益や効率、業績といったものを乗り越え、「こころ」を取り
戻したサイエンスを目指した、未来志向の学問である。従来の細分
化されたサイエンスだけではなく、あらゆる学問分野が連携して研
究し、想定外の事態にも対処しうる未来を創成することを目指す。 
　日本では馴染みのない感覚だが、村瀬准教授によれば、欧米の大
学などでは1940年代から未来創造的な活動を開始しており、産学連
携分野などで成果を上げているという。1人ではできないことでも
大勢が協力すれば達成できる。また、生物としての人間は、言語コ
ミュニケーション力と共感力を持っており、こういった特性を十分
に生かして未来を創り出すためには、絶え間ない探求が必要である。

【未来創成学国際研究ユニットとは】 
京都大学が2015年7月28日、平成27年度からの5カ年プロジェクト
として設置を認めた、学問の領域を超えた学際研究ユニット。構成
部局は基礎物理学研究所、経済研究所、数理解析研究所、人文科学
研究所、こころの未来研究センター、原子炉実験所、生態学研究セ
ンター、総合博物館、教育学研究科、思修館、理学研究科、情報学研究科と多岐にわたる。これまで深く交わ
ることの少なかった物理学や心理学、看護学、社会学、教育学、博物学といった、多様な分野の領域間で対話
を通じ、異分野を統合することの知的冒険によって、生命・物質・こころの世界、あるいは人間社会・教育・
経済を貫く普遍法則や創発原理を探求し、未来を方向づけるパラダイム転換を図る。さらに、学問の「未踏領
域」を「未来学への挑戦」として科学的に解明することを目指している。 

2

村瀬雅俊准教授

大野照文・京都大学博物館前館長が提案したユニットのロゴ案 
未来へのつながりを意識し、「い」に無限大（ ）をあしらった

35



【ユニット設置記念シンポジウムの開催】 

京都大学は2015年8月6日、「京都大学複雑系科学未来創成学学際シ
ンポジウム」の一環として、未来創成学国際研究ユニットの設置を
記念したシンポジウムを開催した。開会にあたっては、京都大学の
山極壽一総長のほか、基礎物理学研究所の佐々木節所長、経済研究
所の西村和雄特任教授、（株）京都クオリア研究所の長谷川和子取
締役が挨拶。その後、京都大学総合博物館の大野照文前館長と同大
学こころの未来研究センター鎌田東二教授、同大学生態学研究セン
ターの高林純示教授の三氏が、それぞれ学問分野を超えた興味深い
研究成果を発表した。いずれも奥深い内容で、各氏とも、すべてを
説明しきるには時間が短かった。閉会にあたっては、ソニーコン
ピュータサイエンス研究所の茂木健一郎上級研究員、京都学園大学
の篠原総一学長から、京都大学ならではの学際的なプロジェクト発
進に期待を込めた激励のことばが贈られた。

【講演プログラム】 

「進化の制約から人の学びを解き放つには？」 
大野照文（京都大学総合博物館） 

「未来創成学における身体の位置と力̶身心変容技法と感覚価値̶」 
鎌田東二（京都大学こころの未来研究センター） 

「生態系における生物間相互作用・情報ネットワーク」 
高林純示（京都大学生態学研究センター） 

シンポジウムを前に挨拶する山極壽一総長

大野照文氏 高林純示氏鎌田東二氏

篠原総一氏茂木健一郎氏

36

記
録
集

記
録
集

２
０
１
５
年
度　
活
動
報
告
書



No.2015-001

8月6日（木） 
14：00－14：20 
「複雑システム思考－未来創成学へのパラダイム転換」
村瀬雅俊（京都大学・基礎物理学研究所） 

14：20－15：00 
「切り閉じとしての振る舞い」 
郡司幸夫（早稲田大学） 

15：00－15：40 
「情報のエンタングルメントによる間主観性の定量化」
池上高志（東京大学） 

16：10－16：50 
「イノベーションの本質」 
山口栄一（京都大学） 

16：50－17：30 
「共創表現－場のファシリテーション技術－」 
三輪敬之（早稲田大学） 

8月7日（金） 
9：00－9：40 
「自閉症スペクトラムと創造性」 
内海健（東京芸術大学） 

9：40－10：20 
「自己組織化再考―第二種自己組織化の可能性」 
津田一郎（北海道大学） 

10：30－11：10 
「幸福感・ソーシャルキャピタルの文化的基盤： 
　文化心理学からの検討」 
内田由紀子（京都大学こころの未来研究センター） 

11：10－11：50 
「消費本能～お金の量と時間密度と交換速度」 
袖川芳之（京都学園大学） 

13：00－13：40 
「The overflow model of the evolution of 
consciousness」 
茂木健一郎（ソニー） 

13：40－14：20 
「動的過程の計算論」 
小林泰三（九州大学） 

14：30－15：10 
「非定常現象へのカオス理論の発展」 
相澤洋二（早稲田大学） 

15：10－16：50 
「大学という現場：なぜ教育と研究なのか」 
池田研介（立命館大学）

4

京都大学学術研究支援室（KURA） 

〒606-8501京都市左京区吉田本町 
TEL：075-753-5108　FAX：075-753-5110 

contact@kura.kyoto-u.ac.jp

京都大学基礎物理学研究所研究会 
【複雑システムにおける創造的破壊現象の原理に迫る】
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文部科学省による「研究大学強化促進事業」の一環として、
京都大学が実施している「『知の越境』：融合チーム研究プ
ログラム SPIRITS*」。平成 25年度採択プロジェクトの報告
書をまとめるにあたって、大きな実を結んだプロジェクト
の中からお二人の研究代表者を招き、対談形式で京都大学
の研究力などについて語り合ってもらった。
対談インタビューに登壇するのは、SPIRITS 学際型融合

チーム研究の村瀬雅俊氏（基礎物理研究所）と国際型融合
チーム研究の河野泰之氏（東南アジア研究所）。フィールド
が全く異なる研究者があいまみえたとき、無秩序の中に秩
序が見えてきた。

SPIRITS対談
̶̶今日はお忙しい中、ありがとうございます。まず、自
己紹介をお願いします。

村瀬雅俊：基礎物理学研究所の村瀬です。幸い異分野の先
生と出会う機会が多く、そのおかげで「未来創成学国際研
究ユニットの設置」が実現しました。
河野泰之：東南アジア研究所（東南研）の河野です。僕の
専門は農業技術ですが、文理融合の東南研では 20人程度の
教員が自然科学も人文科学も、社会科学もやる必要があり
ます。私の場合は農業だけではなく林業や水産、あるいは
森林保全も。最近では農村社会や農業発展、農業開発、あ
るいは自然資源管理の問題などですね。僕自身、以前から
様々な分野の方と話したりプロジェクトを手がけたりする
という環境で育ってきました。昨年度から部局長になり、
他の部局長と頻繁に交流しています。会って議論する機会
が多く、色々な部局の先生と知り合いになれるチャンスと
考えています。

̶̶そういったつながりが、より大きなプロジェクトを形

成するきっかけになりますね。

河野：そうなんですよね。部局長のつながりはすごく大切。
普段は事務的な話をしていることが多いのですが、研究推
進においては、いざという時には大きな力を持って機能し
ますね。

河野泰之氏（左）、村瀬雅俊氏（右）

採択プロジェクトについて
̶̶SPIRITS は、京都大学が文部科学省の「研究大学強化
促進事業」に採択された時の、目玉プロジェクトです。い
ま日本で重要視されている国際化という点から「国際型」、
誰も手がけていないことにあえてチャレンジする「京大ら
しい」パイオニア精神という点から「学際型」、ふたつの枠
を作りました。
河野先生は国際型、村瀬先生は学際型で、課題が採択され
ました。河野先生は「東南アジア研究のための国際コンソー
シアム SEASIA の始動」、村瀬先生は「統合創造学の創成－
市民とともに京都からの発信－」という課題です。それぞれ、
どんな内容だったのかを簡単に教えてください。

河野：東南アジア研究が盛んになったのは 1960 年代。東

*SPIRITS：Supporting Program for Interaction based Initiative Team Studies

2．SPIRITS 対談



188

記
録
集

記
録
集

２
０
１
５
年
度　
活
動
報
告
書

西冷戦の主戦場となり、東南アジアを知る必要に迫られ
た、あるいは東南アジアにおける政治的な影響力を強め
たいと考えた欧米列強によって発展しました。最近の中
近東研究が活発なのと同じですね。そんなきっかけで始
まった研究ですから、やはり主たる関心は地政学的な研
究、あるいは投資対象としての東南アジアだった。
一方、同時期に始まった京都大学の東南アジア研究は、
京大が元から持っている「探検心」というのでしょうか、
「何でも見てやろう」という精神から、「東南アジアの社
会はどんなもの？」、「自然環境はどうなってる？」、「生
態系はどうなっていてどんな虫がいるんだろ？」という
「探検」が発端だった。だから、世界の東南アジア研究
の潮流が「国際的な大きな枠組みの中における東南アジ
アの政治的経済的意義は何か」だったのに対して、京大
のそれは「東南アジア社会ってどんなところ？」という、
地に足がついた「実体を把握する」ことから始まった。
また、東南アジア研究に関する国際的な組織は、欧米主
導の学会が二つほどあるだけで、そこでしか東南アジア
研究の専門家が成果を発表する場がない。そのため、学
問の視点が欧米に由来するものに偏っていた。
しかし、地政学的な課題は地域研究のごく一部でしかな
い。日本を含む先進国は、ある程度の経済成長後に高齢
化社会になって社会福祉制度が変わってきましたが、今
の東南アジアは経済成長と社会の高齢化が同時に起こっ
ていて、新しい課題がどんどん出てきている。そういっ
た東南アジアや発展途上国が持つ共通の課題は、国際関
係論の中で論じるのではなく、それぞれが独自で取り組
む必要があると考えてきたので、欧米主導学会の主潮に
は、ずっと違和感をもっていました。
東南アジア社会が経済的に発展して豊かになり、大学や
研究者が育って研究レベルが上がると、彼らは地域の
問題を自分たちの課題として一生懸命に取り組んでく
る。さらに、ASEAN統合（ASEAN経済共同体）を控
えて、東南アジアの国々はお互いの隣国を見ながら自分
たちをよくしようとして交流が進み、ASEAN研究が盛
んになってきた。この研究と僕らの研究は関心対象が近
く、東南アジア研究の国際的な潮流を変えるべき時が来
たな、と。そのためにも、日本と東南アジアが組んで新
しい場を作ってそこに欧米を引き込み、今までのものを
180 度変えようと 4～ 5年前から考えていました。
さらに、今の国際情勢を見ると、そこに中国と韓国も引
き込むべきだと。東アジアから東南アジアにかけての
一帯で、この地域の研究を牽引するんだという形で世
界にアピールする場を作ろうと。その議論を重ねるため
に SPIRITS を使いました。結果として、2013 年 10 月
に日本を含む 9カ国 11 組織と「アジアにおける東南ア
ジア研究コンソーシアム SEASIA」を結成し、第 1回総
会を 2015 年 12月に京都で開催することになりました。

これは、地域研究を世界の列強のための学問ではなく、
各地域が自分たちの歴史的経緯、価値観、自然環境を踏
まえて、それぞれが成長する道を探るためのものへと変
えていきたいというもので、そのためのワンステップが
SPIRITS で踏み出せた、と思います。

̶̶すばらしい成果ですね。ありがとうございます。続
いて、村瀬先生の「統合創造学の創成－市民とともに京
都からの発信－」についてお願いします。

村瀬：はい。手元に SPIRITS 採択時の評価があります。
実はB評価でした（笑）。評価書には、「意欲的な研究プ
ロジェクトであるが、申請者が主張する『単なる客観科
学の延長を目視しない』という視座から、どのように研
究成果を生み出していくのか、プロセスを明確にして研
究を実施することが望まれる」と書かれていました。「客
観的な科学を単に延長しない」と明記したのは、「論文が
何本出ました」とか「特許をこれだけ取りました」といっ
たことでアピールしたくなかったからです。
学際型なので、理系や文系など複数の分野をどんどんと
取り入れたいと考えていました。たまたま 2013 年に、
市民と大学をつなぐ窓口のような京都クオリア研究所の
「クオリアAGORA」の運営委員を依頼され、そこで定期
的に議論するうちに、大学を巻き込んだ形になりました。

秩序とカオス
村瀬：（ペンを取り出しながら）このペンを机の上に立
てると、必ず倒れます。でも、手の上にペンを乗せてう
まくフィードバックすると立った状態になる。つまり、
人間がフィードバックを与えると、秩序のないところか
ら秩序を創れて、しかもその秩序がまた壊れることもあ
るのです。
この現象は、実は株の乱高下の時に秩序化が起こってい
るのと同じです。株価が一気に上がったり下がったりす
るというのは、みんなが一斉に「株を買う」、「株を売る」
という、同じ行為をとっている状況で、秩序化が起こっ
ています。秩序がないところから秩序が生まれるという
のは、フィードバックがあって棒を立てるのと全く同じ
で、物理現象と経済現象の本質がひとつの原理で表せる。
複雑なシステムが自律的に、外力なしで秩序を創って、
また壊す。実はそれがカオスです。私たちの心臓の拍動
も、周期的ではなくカオス的です。そのため、外の世界
で起こる想定外の状況に対応できるのです。生体システ
ムは、フィードバックがあるために、自律的に秩序を創っ
たり壊したりする。このように眺めてくると、物理と経
済、医学の世界が、何かひとつのキーワードに収まるこ
とに気づきます。その本質は「創造的破壊」です。創る
ことと壊れることは、コインの裏表という見方ができる
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わけです。
病気の自然治癒も同じで、調子が悪いからといってすぐに
薬を飲まなくとも、自然に治ることが多い。つまり、シス
テムにあえて外から外力を加えなくとも、システムが自律
的にもとの状態に戻ることがある。つまり、放置していて
も秩序が生まれたり壊れたりするのであれば、「外から力を
加えなくても自律的に働くダイナミズム」を理解する必要
がある。それがシステムの違いによらずに普遍的であれば、
異なる学問領域において、何らかの共通した本質が見えて
くるに違いない。このような観点をもとに、「統合創造学の
創成」プロジェクトを推進しました。
SPIRITS 学際型のキーワード「未踏領域・未科学」に僕自
身が惹かれていたところ、基礎物理研究所の佐々木所長か
ら、「未踏科学ユニット」の設置の話がきました。SPIRITS
と同じキーワードでユニットの構想があったことから所長
が連絡した次第です。京都大学の理念のひとつである「未
踏領域・未科学」を「未来創成学」として全面的に打ち出
す形で提案し、皆さんの協力もあって思いがけない展開で
進みました。この展開は、客観科学の延長ではなかったと
思っています（笑）。

̶̶ありがとうございました。今のお話で、SPIRITS が役
立ったということが実感できました。

無秩序＝秩序？
河野：ひとつ聞かせてもらっていいですか？

村瀬：どうぞ。

河野：株価が下がるときが「秩序がある」のですね？

村瀬：そうです。みんなの行為が同時に「売り」なら「売り」
一色になりますよね。

河野：ええ。だけど、普通は「株価が安定する」と言うのは、
会社の業績に対する評価がそれなりに決まった状態で、株
の購入者たちの評価が大体同じだから、株価は安定する。
村瀬：あ、そこの解釈が違って。平均すると一定というのは、
買う人と売る人の両方がいて、平均すると一定なわけで。
河野：あ、そうか。
村瀬：平均しても下がる、もしくは上がるというのは、ど
ちらかのポピュレーションが圧倒的に多いから、その意味
で秩序がある。

河野：なるほど。例えばベトナムの場合、ベトナム戦争中
は森林伐採が起きない。ところが、戦争が終わったら木材
需要が一気に高まって、人々がどんどん木を切る。戦争が
終わった直後は政府の新しい体制が整っていないから、地

方行政なんかまったく機能していない。だけどマーケット
は急に動き出す。だから、戦争直後は森林を守るための規
制は意味がなく、森林面積がいきなり減る。これは、僕ら
から見るとガバナンスの崩壊ですよね。つまり、秩序が崩
壊している。だから、森林面積が一気に減少するときは秩
序が崩壊していると見る訳ですが、全然違うんですね？

村瀬：はい。同じ現象ですが、人の行為に限れば「木を切
る」のも「株を売る」のも一緒で、その時は人の行為はみ
んな連動していて、それを「秩序がある」と見ます。だけど、
もう少し高次、全体の視点から見ると、同じ現象が「秩序
の崩壊」に見えるので、同じ現象だけども見方によって違っ
て見える。

河野：なるほどね。秩序っていうのは難しい言葉ですねえ。

村瀬：そうなんです。秩序といいながら実は無秩序だった
り（笑）。

̶̶別の機会に、ぜひ「秩序」の話をゆっくりとお聞かせ
いただきたいですね。

̶̶河野先生の SEASIA は、科学技術振興機構（JST）
が採択した課題「日ASEAN科学技術イノベーション共同
研究拠点̶持続可能開発研究の推進」と関係があるように
思えますが、いかがでしょうか。

河野：実は、これから連携をとる必要があると思っています。
これまで、東南アジア各地の大学と多くの交流があります
が、縦割り組織なところが多いんですよ（笑）。京大は各分
野においてすばらしい研究が多いだけではなく、それぞれ
が横とつなげることができるという実績がある。いろいろ
な研究プロジェクトが縦横につながって進められてきたこ
とは、誇るべき財産です。その過程で学んできたノウハウ
は、もっと多くの人々と共有すべきだと思います。だから、
日本とASEANの科学技術コミュニティーと、僕たちが今ま
で築いてきた人文社会系のコミュニティーを京大が仲介役
になってつなげることによって、（JSTに採択された課題を）
単に科学技術研究だけでない、大きな社会発展研究として
展開する必要があると考えています。幸いなことに、京大
の東南研が音頭取りとなることで、SEASIAを通じて色々な
人がつながってきた。まさに、SEASIAが創ったネットワー
クを活用できると思います。

̶̶この国際共同拠点の事業はオールジャパン体制で取り
組むものですので、京大の中だけでなくて、他の大学と一
緒にやるということがありますから、今回の SPIRITS 事業
での研究ネットワークとは最初は少し違うのかもしれませ
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んが、今後うまく横をつなぐことで発展が期待できるか
な、と思いました。

村瀬：河野先生のお話にあった「横のつながり」という
のは、実は「雪崩現象」が起こる時に見られるものなん
です。雪がまわりとつながることでひとつになり、雪崩
になる。

河野：なるほど。

村瀬：だから、まさに学問や人間社会でも、急成長した
り新しい組織ができたりするときは、横のつながりがで
きはじめていて、新しい秩序が生まれつつある。でも、
そうなると、それまでのあった別の秩序は壊れちゃうん
ですが。

河野：なるほどねぇ。うんうん。

村瀬：だから、スケールは変わるんですが、原理は同じ
なんですよ。だからといって、意識してできるものでは
ないけれど。

河野：そうですよね。

SPIRITSについて
̶̶SPIRITS の予算はそれほど潤沢ではありませんが、
支援したプロジェクトが発展しているというのはとても
嬉しいですね。今後の SPIRITS 事業をより良くするた
めに、支援を受けたお二人から、SPIRITS へのフィード
バックをいただけますか。

河野：予算規模は大きい方がいいに決まっていますが、
SPIRITSがするべきことは大きな予算を手当てすることで
はないと思います。お金って「呼び水」みたいなもので、
人を集める機能もある。いろいろな人が集まって議論でき
るきっかけになるから、予算規模が小さいことはあまり問
題にしなくていいのではないかな。小額でも、それを使っ
て議論すれば、次のステップが出てくる可能性がある。

̶̶ありがとうございます。

村瀬：よかった点は、ボトムアップだったところでしょ
うか。全教員に連絡がありましたし。トップダウンでは
なく自己責任で応募でき、アクションがとても取りやす
いですね。（SPIRITS は）潜在的な研究の種が掘り起こ
せる可能性があるんじゃないでしょうか。その点で、先
ほど河野先生が言われたように予算の額が多いか少ない
かには関係なく、大学のプロジェクトとして認められて

いることが重要で、そのおかげで人が集まりやすくなり
ますし、何よりも元気がでます。

研究力とは
̶̶この SPIRITS は、文部科学省による研究大学強化
促進事業の目玉プロジェクトのひとつです。大学の「研
究力」を上げていくという目標がありますが、先生にとっ
て「大学の研究力」とは何か？考えをお聞かせください。

河野：その質問に直接の答えになるかどうか分からな
いけれども ... 今、僕らが目指していることは、京大を、
同じような関心を持った世界中の研究者が「あそこに
行って研究したいよね」と思ってもらえる場にすること。
半年や 1年という短い期間が終わった後でも、「やっぱ
りまた行きたい」って思ってもらえる場所。資料がたく
さんあることや、大きな実験施設があることよりも、集
まっている研究者と一緒にご飯を食べてお酒を飲んで、
刺激的な議論をして、自分を変えていけるような、そん
な場を維持していくというのが総合的な研究力かもしれ
ないな、と思っているんです。そんなことも含めて、世
界中の研究者がそこへ行って研究したいと思えるような
場所が「研究力がある」所だと思います。
村瀬：河野先生のお話と関連しますが、人と人がつなが
ればつながるほど、個人では不可能だったことができる。
海外からも京都大学にこんな魅力ある研究組織があると
いうイメージができれば、ますます人が集まってくる。
だから、雪崩現象的なことを人のレベルで作り出すこと
が「研究力」の鍵かな、と思いますね。

̶̶お忙しい中、どうもありがとうございました。

河野、村瀬：ありがとうございました。

河野泰之（写真左）
東南アジア研究所
http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp

村瀬雅俊（写真右）
京都大学基礎物理学研究所
http://www.nics.yukawa.kyoto-u.ac.jp
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We show that such a multiproduct pricing game is aggregative, in the sense that the profit of a firm 
only depends on the prices set by this firm, and on a uni-dimensional sufficient statistic, which fully 
summarizes the competitiveness of the industry. This sufficient statistic happens to be equal to H, 
which, as we saw in the previous subsection, is also a sufficient statistic for consumer surplus.  

In addition to the game being aggregative, we also show that firms' best responses can be described 
in a simple way. Keeping the other firms' prices fixed, a firm's optimal price vector has the property 
that the Lerner index associated to each price should be equal to a firm-level constant multiplied by a 
product-level scalar, which describes the local curvature of this product's conditional demand. 
Therefore, the firm's optimal behavior can be fully summarized by this firm-level constant, which we 
call the firm's iota-markup in the following.  

These properties allow us to re-express the equilibrium existence problem as a nested fixed-point 
problem: For a given value of H, we can compute each firm's optimal iota-markup by solving for a 
sequence of independent fixed-point problems; these optimal iota-markups give us in turn a new value 
for H. We show that this nested fixed-point problem has a solution, and therefore, that the 
multiproduct pricing game has a Nash equilibrium.  

Note that this nested fixed-point structure also gives rise to an efficient algorithm to compute the 
set of equilibria. In another paper with an additional coauthor (Breinlich, 2015), we use this algorithm 
to calibrate an international trade model with heterogeneous multiproduct firms, oligopolistic 
competition and CES demands.  

In addition to establishing equilibrium existence, we also derive conditions for equilibrium 
uniqueness. These conditions are related to the curvature of the products' conditional demands. If the 
equilibrium is not unique, we are still able to show that the set of equilibria can be ordered, in the 
following sense: If H and H' are both equilibrium aggregator levels, and if H>H', then consumers all 
prefer equilibrium H to equilibrium H', and firms all prefer equilibrium H' to equilibrium H. Put 
differently, equilibrium H is unambiguously more competitive than equilibrium H'.  

We also derive interesting comparative statics results. We find that trade liberalization or an 
increase in the value of the consumers' outside option lowers all prices, makes all consumers better off, 
makes all firms worse off, and leads to an expansion in the set of products that are supplied in 
equilibrium. Productivity improvements, on the other hand, have more ambiguous effects. The 
intuition is the following. Suppose that the marginal cost of product i increases for exogenous reasons. 
There are two effects. On the one hand, the firm that owns product i, call it firm f, has incentives to 
increase the price of this product. On the other hand, firm f has less incentive to divert sales towards 
product i, since this product is now less profitable. This induces firm f to decrease the prices of the 
other products in its product portfolio. Whether consumers and firm f's rivals end up being better off or 
worse off depends on which of these two effects dominates.  

 
2.4. Type aggregation with logit and CES demands 
Next, we specialize the model to the case of logit and CES demands. We obtain another important 
property: The product portfolio of a given firm can be fully summarized, in any competitive 
environment, by a uni-dimensional sufficient statistic, which we call the firm's type. The type of a firm 
is a strictly increasing function of the quality of this firms' products and of the number of products this 
firm owns, and a strictly decreasing function of this firms' marginal costs. If two firms have the same 
type, then these two firms will end up behaving in the exact same way in terms of markups and market 
shares, no matter what the competitive environment is. In addition, we also find that, to every 
multiproduct firm, we can associate a single-product firm with the same type. This type aggregation 
property will end up being extremely useful for our analysis of merger policy. 
 
2.5. Dynamic merger policy under logit and CES demands 
In the final part of the paper, we apply the tools we have developed to the analysis of dynamic merger 
policy. The idea is the following. Consider a dynamic oligopoly framework with strategic and 
forward-looking firms, and with a strategic and forward-looking antitrust authority. In every period, 
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February 23, I moved to Tsukuba, Ibaraki, to visit Microbial culture collection at National Institute for 
Environmental Studies (NIES). Upon the discussion with NIES staff, we agreed to perform the joint studies on 
Genomic projects on cyanobacterial strains from both China and Japan waters.  

 

2. Review paper on diversity of bloom forming Microcystis species (cyanobacteria) 

 My researches have been focused on the diversity of water bloom forming cyanobacteria. The cyanobacteria are 
photosynthetic prokaryotes found in most of types of featured environment. They are also quantitatively among 
the most important organisms on Earth since it is estimated that cyanobacterial global biomass is 3 ×10 14 g C or 
a thousand million tons (10 15 g) wet biomass (Garcia-Pichel et al., 2003). The cyanobacterial record may extend 
back to ~3,500 million years ago, and they had a key role in the origin of the atmosphere oxygen in the Earth. 
Among about 2000 currently existing species of cyanobacteria, planktonic cyanobacteria forming water blooms 
by massive development cause problems in many nutrient-rich water bodies around the world. Among the bloom 
forming cyanobacteria, Microcystis is the most common and notorious. Microcystis dominance in blooms 
attribute to its advantageous features including buoyancy control, storage strategy at the bottom of the water 
column, inorganic nitrogen strategy, higher requirements for some trace elements than eukaryotic phytoplankton 
and resistance to zooplankton grazing by forming large-sized colonies and producing hepatotoxic metabolites 
called microcystins (Carmichael, 1996). Toxin production in Microcystis blooms always leads to the problem in 
drinking water safety, posing the serious threat to human health. A large volume of studies on Microcystis 
species and their blooms have been performed during last several decades. Researches on diversity, taxonomy 
and molecular characterization of Microcystis were also largely conducted since these issues are very close 
related to recognization and monitoring of the Microcystis species. Using this chance of my stay in CER, Kyoto 
University, I took time to summarize the partial knowledge of Microcystis species, focusing on taxonomy, 
molecular phylogentics, genotypes within field Microcystis populations and the status of genomic information 
that is beginning to facilitate studies on the detailed controls of bloom dynamics, and the potential hazards 
caused by these blooms and their toxins.  

 
2.1. Molecular conservation of the Microcystis genus by single genes.  

 In the Microcystis genus, About 30 species have been described in the current cyanobacteria (cyanophyta) 
taxonomic system (Komärek and Anagnostidis, 1999). Of these species, six species including M. aeruginosa 
(Kützing) Kützing, M. flos-aquae (Wittrock) Kirchner, M.ichthyoblabe Kü tzing, M. novacekii (Komärek) 
Compè re, M. viridis (A. Braun) Lemmermann, and M. wesenbergii (Komärek) Komärek in were the main water 
bloom forming species in Japan (Komärek, 1991), and ten species, including the above six plus M. botrys 
Teiling, M. firma (Kützing) Schmidle, M. smithii Komärek et Anagnostidis and M. pseudofilamentosa Crow 
were found to be dominant in China (Yu et al., 2007). Microcystis species compositions in blooms in other 
countries /regions were found to be similar, within the range of these two Asian countries. Limitations in 
morphology-based taxonomy in all kinds of microorganisms are always regarded to be compensated by 
molecular genetic approaches which have been introduced into phylogenetic and taxonomic issues. Considerable 
efforts have been made to examine genetic divergence in Microcystis species and strains with the purpose to find 
the linkage between genetic and morphological variations in Microcystis species, and (Kato et al., 1991; 
Bittencourt-Oliveira et al., 2001; Kurmayer et al., 2003). The 16S rRNA gene, an effective tool mostly used in 
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populations in Erhai Lake, a plateau lake in Yunnan China,  may have resulted from the effect of the early stage 
of eutrophication ( Song et al. 2015).  
 
2.3 Genomic comparision of Microcystis strains 

Genomic information about Microcystis species was not available until 2007 when the complete genome
sequence of M.aeruginosa NIES-843 was published (Kaneko et al. 2007), and the genome of M. aeruginosa 
PCC7806, the most studies Microcystis strain, was later published in 2008. Currently there are 17 genomes of M. 
aeruginosa strains available in NCBI. To my knowledge, this is the largest number of genomes published from 
one species in freshwater cyanobacteria, plus M. panniformis FACHB1757 recently released (Zhang et al. 2016).  
Among these 18 strains, only M. aeruginosa NIES 843, M. aeruginos NIES2549 and M. panniformis 
FACHB1757 have complete genomes, and the latter two were sequenced using PacBio RS II sequencer, so 
called the third generation sequencer. The genome size of the 18 Microcystis strains varied from 4.26-5.84 Mb, 
ranging from 4368 to 6360 genes, but with very close GC contents (from 42.3-43.2%). Zhang et al. (2016) 
compared M. panniformis FACHB1757 with three strains of M. aeruginosa PCC7806, NIES 843, and NIES 
2549, and these four strains had total 8704 genes, but with 2699 orthologous genes representing the core-genome 
for them. Similarly, Yang et al. (2015) studied the genetic diversity within the pan-genome of M. aeruginosa by 
combining 14 strains, and the pan-genome contained more than 15000 genes, with only 2192 orthologous genes 
representing the core-genome for Microcystis aeruginosa, and total 4742 strain-specific genes for these M. 
aeruginosa were detected, implicating that M. aeruginosa is well able to be adapted and well develop in the 
different specific localities. Sequencing and comparing the genomes of Microcystis strains can easily obtain 
average nucleotide identity (ANI) value between any two strains of them. Before genome age, classical DNA-
DNA hybridization technique is the recommended standard for genetically determining bacterial species. The 
ANI analysis is newly recommended to substitute DNA-DNA hybridization for bacterial species circumscription, 
and the ANI value with above the threshold (94%) in each pair indicates that both strains are belonging to same 
species (Richter and Rossello-Mora, 2009). It is well known that DNA-DNA hybridization is hardly applied in 
cyanobacterial species determination since this method needs axenic strains, which is one of the most difficult 
problem in cyanobacterial culture procedure. Therefore, using the ANI value may bring a great help to 
cyanobacterial taxonomy along the continuous genomes of cyanobacteria published in future. In the case of 
Microcystis strains, the ANI values in each pairs of the the 17 strains of M. aeruginosa were more than 94%, 
even M. panniformis FACHB1757 have over 94% ANI with these 17 M. aeruginosa strains by comparing their 
genomes. Such a result will also need more studies on Microcystis intraspecies differentiation by introducing and 
judging the ANI index in cyanobacterial species definition, based on the genomic information of cyanobacterial 
strains.   

3. Conclusion 

This visit to CER allowed me to have such a opportunity to meet and discuss with many excellent scientists and 
students at CER and KU, and even in Japan. The whole activities including my lake survey, presentation in the 
symposium and visit tours to different universities/institutes during my stay were very successful. The review 
paper on Microcystis I am writing here was greatly beneficial from this visit, allowing me to take time in reading 
papers and preparing and writing this manuscript. Once again I would like to express my thanks to the 
International Research Unit of Advanced Future Studies for the support, and to Prof. Nakano and his colleagues 
at CER for the helps of my visit.  
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Auction Design with Speculative Resale 
 

 
Harrison Cheng  
Department of Economics,  
University of Southern California,  
Los Angeles, Ca, USA 
Email: hacheng@usc.edu 
 
Abstract. This is a report of my scientific activities while visiting KIER and the Yukawa 
Institute in February 2016. I present my research on optimal auction design with speculative 
resale, elaborating on the shorter presentation I gave at a symposium held at the Yukawa 
Institute on February 12. I also comment on the GESS/Kyoto conference held at the same 
Institute on February 11 that I participated. 
 

I had an opportunity of spending one month at Kyoto Institute of Economic Research 
(KIER), Kyoto University in February 2016, while interacting with the Yukawa Institute for 
Theoretical Physics through its conference and programs. I have been quite familiar with 
people at KIER through many years of interaction in the past. I will focus on the interactions 
with the Yukawa Institute in the following report as it is an entirely new experience for me. 
This is a special occasion for me to experience the interdisciplinary research in Kyoto and 
Japan. Although I had plenty of such experience in US and Taiwan, it is the first time for me 
to see Japan from this angle. In one of the symposium held at the Yukawa Institute, I 
presented my research work in a half-hour talk. In this article, I will elaborate on the 
presentation, and provide more details about my research work on the optimal auction design. 

1. GSEE/Kyoto 
I participated at the GSEE/Kyoto 2016 conference held on February 11 at the Yukawa Hall. 

I learned that Yukawa Institute is a prestigious institute of Kyoto University on particle and 
fundamental physics, a field Japan has done very well in the past. The day also turned out to 
be an extraordinary day in which there was great anticipation of the announcement of the 
discovery of gravitational waves by the LIGO group in the US. I chatted with Prof. Misao 
Sasaki, director of the Yukawa Institute, about its significance before the conference. Prof 
Sasaki himself worked on the subject of gravitational waves. He was passionate about the 
topic and tried to enlighten me on its main ideas, only interrupted by the official beginning of 
the conference. I actually had learned about the impending announcement from CNN 
International, and read at some depth about it before I came to the conference. I can 
understand quickly what Prof Sasaki said in a nutshell. It was an exciting start of the day. 
Later I learned that a new research center for gravitational physics will be set up soon in the 
Institute. 

The theme of the conference is global partnership on science education. It was attended by 
many first-rate researchers from the world. Many of them also have some experience in 
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effects of collusion and speculative resale in auctions, and the general issue of auction design. 
In the short 30 minutes I had in giving my talk to non-experts, I presented no equations, even 
though I was ready for them. In the following, I will try my best to explain to non-experts in 
verbal language what I have been doing in my recent research work. 

2.  Auction Design and Speculation 
My presentation starts with the explanation of the importance of auction design and 

practice in modern economies. The determination of prices for many new products, new 
companies, artistic paintings often depends on auctions. This also applies to many products or 
services with unknown valuation, such as IPO pricing, or costs of highway construction. Like 
many countries in the world, the Japanese government has procurement auctions which are 
used to determine what it should pay for the expressway construction and maintenance. The 
role of auctions can only grow as new products and services proliferate in our modern 
information-based economy. 

I used the government procurement auctions in Japan to illustrate the serious 
consequences from defective auctions. A 2002 Japan Times article stated "In its final report 
submitted December 6, Prime Minister Koizumi’s advisory commission for privatizing four 
road-related public corporations called for a halt to runaway highway construction". The 
report warned against the “triangle of collusion” among “road tribe” legislators, related 
bureaucrats and public-works contractors, which has distorted Japan’s political, economic and 
social structures and left a combined debt of 40 trillion yen on the books of the four toll-road 
operators. The 40 trillion yen debt owed by the public four corporations equals half of the 
government’s 81 trillion yen general-account budget for fiscal 2002. It is more than 1.2 times 
the gross national income of Russia, $253.4 billion, according to the World Bank. 

The highway construction and the collusion through bid rigging continues to this day. 
Recently, prosecutors and antitrust officials searched the head offices and local units of road-
paving firms suspected of rigging bids for the repair of expressways damaged in the 2011 
earthquake and tsunami. The main players in the bid-rigging were individuals handling sales 
and other matters at the local units of the industry’s three largest road-paving firms — Nippo 
Corp., Maeda Road Construction and Nippon Road. They are alleged to have colluded with 
other companies and decided in advance which would submit the winning bid. 

On average, the successful bids amounted to 94.77 percent of the contract prices budgeted 
by Nexco East, over 10 percentage points higher than the levels for similar contracts before 
the disaster, the sources said. This artificial higher cost does not even include the distortion 
from the budget determination process. It is widely recognized that Japan’s high budget 
deficit has a lot to do with such high costs. One of the victims of the high deficit is the budget 
allocated for education and research. 

Modern understanding about auctions has benefited from the optimal auction theory 
developed by Roger Myerson (1981). His work shows us how to find the private-value 
auction format that will yield the highest revenue for the seller. We will take this approach in 
our discussions here, using "optimal" to mean the auction that yields the highest revenue to 
the auctioneer. Myerson’s theory only applies when the resale factor is not considered. The 
importance of the resale factor has been known for a long time since the work of Haile (2001). 
Not much progress has been made since then. As the resale factor is often pervasive, my 
research focuses on how to find the optimal auction when resale is allowed. It is known that 
the resale factor may change the bidding behavior from private-value auctions to common-
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in a relatively simple formula given in Cheng and Tan (2015). There are many complications 
dealing with second-price auctions with resale. Truthful revelation is no longer a dominant 
strategy. In general, there are infinitely many equilibria as shown in Garratt, Tröger, and 
Zheng (2009). The multiple equilibria are due to the possibility of engaging in collusive 
bidding which can take many different forms with different revenues. These collusive 
equilibria typically have overbidding as well as underbidding, and one bidder is able to bid 
higher, wins the auction while paying very low winning price. It is not always true that the 
first-price auction yields higher revenue than all the possible second-price auction revenues 
with collusive bidding. However, we can show that if a second-price auction revenue with 
collusive bidding is higher than that of the competitive equilibrium, then it can only be 
achieved by lowering the total payoff of the buyers, and  the buyers would not implement 
such collusive bidding behavior. Hence subject to the unlikely adoption of such collusive 
equilibria, we conclude that first-price auction revenue is higher than second-price auction 
revenue. This result is not affected if the reserve price is other than zero. 

To explain the dominance of the first-price auction revenue in general, it is useful to 
consider a theoretical auction format that will throw insights into the question. The winning 
rule is always the same: the highest bidder wins. When a buyer wins the auction, he pays a 
convex combination  of the highest bid  and the second-highest bid . We call this hybrid 
auction. Let t be the weight on the highest bid.  When t=1, it is the first-price auction, and 
when t=0, it is the second-price auction. In general the equilibrium can be shown to be unique 
when t >0. We can examine the auction revenue as a function of t. For any given t >0, we can 
calculate the auction revenue using a formula very similar to that of Cheng and Tan (2015). It 
can be shown that the revenue is increasing in t, meaning that the revenue is the highest when 
it is a first-price auction. The intuition behind this result is that as t becomes higher, the 
winner pays a higher amount after winning with the same submitted bids. As a result, buyers 
will bid lower. When the buyers bid lower, the speculator derives less benefit from resale. The 
speculator then participates less often in the first-stage bidding. When the speculator is less 
active, the competition among buyers is reduced, and therefore the revenue is lower. In other 
words, the revenue effect comes through the role of the speculator. 

The ideas that I use in the last paragraph apply to the revenue comparisons of first-price 
auction and any other auction payment rule that is bounded above by the highest bid. If the 
payment rule is not bounded above by the highest bid, we rely on a normalization effect. We 
can deflate the payment rule by a constant. We can show that this deflation has no effect on 
the bidding behavior and the auction revenue. As a result, our revenue comparisons are not 
affected if we normalize the payment rule so that the payment of the winner is bounded above 
by the highest bid. From the foregoing discussions, we conclude that the first-price auction is 
the optimal one among all the payment rules given any reserve price, a very dramatic 
conclusion. 

We can now say something about the bid revelation policy. The assumption of revealing 
only the highest bid is impractical when the winner pays the second-highest bid in second-
price auctions. To make this theoretically consistent, the payment amount can be delayed to 
the end of the game, as the resale mechanism can go ahead without this piece of information, 
which is not relevant in the determination of the optimal resale auction. 

It is important to know what happens when more bids are revealed by the auctioneer. The 
information revelation may give the winner exploitation opportunities during resale. It also 
may induce the buyers to hide their true value by using random bids (or mixed bidding 
strategy) to avoid this exploitation. Once we allow mixed-strategy bidding, equilibrium 
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Abstract. In this document I report my research outcome during my stay at the Yukawa 
Institute of Theoretical Physics from March 1st and March 31st, 2016, which is supported by the 
International Research Unit of Advanced Future Studies. The report mainly contains a non-
technical summary of my recent study on effects of triangles in several network problems 
including percolation problem and neural network as associative memories. 

 
 
Keywords: Percolation transition, Neural networks, Non-backtracking matrix, Triangles, 
Belief Propagation 
 

 
 
1.  Introduction 
I have been visiting at the Yukawa Institute of Theoretical Physics (YITP) from March 1st to March 
31st 2016, and was supported by the International Research Unit of Advanced Future Studies. During 
my stay I have attended a workshop “International Workshop on Advanced Future Studies” from 
March 14th to March 16th, and gave a talk entitled “Statistical-Physics-based Clustering in Networks”. 
The main research output of my stay during this period is the study on effects of triangles in some 
network problems, which will be introduced in the following text. 
 
1.1. Background of the problems  
Lost of problems of complex systems are defined on a network that represents interactions between 
agents of the system. For example percolation on a social network gives a simple example of 
spreading of disease over human contacts.  Associative memory models give simple examples to 
memory stored by neurons connected by synapses in human brain. Many efforts have been devoted to 
study analytically the statistical property of the system on a given network, especially when network 
have some good properties like locally-tree like structure. However real-world networks often contain 
many closed triangles, which contribute to a large clustering coefficient. For example in the social 
networks we often observe a phenomenon that friends of friends are friends, a typical phenomenon of 
clustering due to presence of triangles in the network. There are few analytical studies about effects of 
triangles on the network problems. In this report I give a non-technical summary on my study on 
effects of triangles for some network problems, including percolation problem, and neural network as 
associative memory.  

March 2016
No.2016-005-e
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single edge of the graph from one node to another node; the other kind of messages is sent along a 
triangle to one of its end-point. From a random initial condition, this belief propagation equation will 
converge to a fixed-point from which we can compute the marginal probability of each node and the 
size of the giant cluster.  Interestingly, belief propagation equations always converge in this case, 
indicating that there is no one-step replica symmetry breaking effects (Mezard, 2001),  as opposed in 
other problems, e.g. in optimization problems (Zhang, 2009; Barbier, 2013). We think this may be due 
to the fact that the leading eigenvector always corresponds to one fixed-point of BP, and is always out 
of the bulk of the spectrum of the non-backtracking matrix as we illustrate below. 

First we observe that all messages equal to 1 is always a fixed-point of the belief propagation 
equation. We call this fixed-point the factorized fixed-point. The point where the factorized fixed-
point becomes unstable is our estimate for the percolation transition. The stability analysis of the 
factorized fixed-point of belief propagation is equivalent to finding the leading eigenvector of a new 
matrix we call the generalized non-backtracking matrix. As opposed to the non-backtracking matrix 
(Krzakala, 2013) which is defined on the directed edges of a graph, our generalized non-backtracking 
matrix is defined on directed edges and triangles of the graph. Since all elements of the matrix are 
non-negative, Perron-Frobenius applies that the leading eigenvalue is positive, as well as the elements 
of the elements of the leading eigenvector. Then by constructing a matrix with the same size as the 
generalized non-backtracking matrix, but has the same non-trivial eigenvalues as the non-backtracking 
matrix, then we can use the Collatz-Wielandt theorem to prove that the leading eigenvalue of the 
generalized non-backtracking matrix is always smaller or equal to the leading eigenvalue of the non-
backtracking matrix. Further more, we also prove that the threshold given using the generalized non-
backtracking matrix is always less or equal to the true percolation transition.  

As a summary we show that the percolation transition given by the generalized non-backtracking 
matrix considering triangles is a lower-bound to the true percolation transition on an infinite connected 
graph, and is tighter than the bound given by inverse of the non-backtracking matrix. 
 
3.  Associative memory networks with clustering 
There have been lots of analytical studies on the performance of an associative memory on fully 
connected graphs and on randomly diluted networks (Amit, 1985; Coolen, 2001; Zhang, 2015). 
However real neural networks have never been fully connected or randomly diluted. Simulation work 
reported that clustering is harmful to the performance of associative memory (McGraw, 2003; Kim, 
2004), however there has been little study on analytical treatment to this effect. In the previous study 
we have considered this effect of loops to the dynamics of an associative memory (Zhang 2008), 
however the equilibrium properties, e.g. the position of the spin glass transition, to our best knowledge, 
has not been addressed before. 

In this work we study the effect of triangles using the similar technics used in the previous section 
on percolation  the recent developed method of non-backtracking matrices (Krzakala, 2013; Zhang, 
2015), but on weighted networks where weights are generated by Hebb’s rule (I.e., essentially we are 
considering the Hopfield model (Hopfield, 1982). The non-backtracking operator for the Hopfield 
model is exactly the same as that for the Ising model (Zhang, 2015), so as the same procedure in the 
previous section, we extend this operator to consider the effect of triangles. 

Following the belief propagation equation that written out in (Zhang, 2015), which was written out 
for the Ising model on graphs without (with rare) loops, we modified it into a form considering 
triangles. In this set of equations, there are still two kinds of messages: one is passing along directed 
edges (i to j), representing the marginal probability of node j taking value +1; the other kind of 
message is passing along triangles to one of its end-node, representing the marginal probability which 
is the expectation of the probability that the triangle ``wants’’ its end-node to take +1. These 
probabilities are also called cavity probabilities in statistical physics. Then we note that when system 
has no external fields, as in the Hopfield model (Hopfield, 1982), the belief propagation equation has a 
factorized (paramagnetic) fixed-point where marginal probabilities are zero. This fixed-point reflects 
only the symmetry in the system: if we change all the +1 to -1 and all -1 to +1 in one configuration, 
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2.  Research Completed at YITP 
 
I completed six research projects during my stay at YITP. Many of these were relatively short-term 
projects that involved substantial work while I was at YITP. However, one project started as early as 
2009 and I was very happy to have the time and ability to concentrate on completing it while at YITP.  

2.1. Dynamical Mass Ejection from Binary Neutron Star Mergers 
(with David Radice, Filippo Galeazzi, Jonas Lippuner, Luke Roberts, and Luciano Rezzolla) 
 
In this project with my postdocs Radice and Roberts and my graduate student Lippuner (and external 
collaborators Galeazzi and Rezzolla), we investigated the dynamical ejection of neutron star matter 
when two neutron stars collide in a neutron star merger. It is important to understand the amount and 
chemical composition of these ejecta, since they are believed to be the primary source of very heavy 
neutron-rich nuclei that are formed via the rapid neutron capture process (r-process). Furthermore, the 
composition of the dynamical ejecta plays a role in determining the features of the electromagnetic 
afterglow “kilonova” emission from the merger remnant. Our results confirm previous studies that 
suggested that eccentric mergers eject more matter than the more common quasicircular mergers. We 
also find, as expected and previously shown by the Kyoto group, that the composition of the 
dynamical ejecta is sensitive to neutrino cooling and heating effects. However, in contrast to previous 
work, we do not find that neutrino heating can drive up the electron fraction sufficiently to produce the 
lightest “first peak” r-process nuclei. These must come from some other source or from the viscously 
driven or neutrino-driven disk wind in the post-merger evolution. 

 
The resulting paper has been accepted for publication in MNRAS as Radice et al. 2016. It is available 
on arXiv as arXiv:1601.02426, http://arxiv.org/abs/1601.02426. 
 
2.2. The Influence of Neutrinos on r-Process Nucleosynthesis in the Ejecta of Black Hole--
Neutron Star Mergers 
(with Luke Roberts, Jonas Lippuner, Matt Duez, Josh Faber, Francois Foucart, James Lombardi, 
Sandra Ning, and Marcelo Ponce) 
 
This paper comes out of the Simulating eXtreme Spacetimes (SXS) collaboration that was originally 
started by Kip Thorne (Caltech) and Saul Teukolsky (Cornell). SXS now includes researchers at 
Caltech, 
Cornell, CITA (U of Toronto), The Albert Einstein Institute, UC Berkeley, Washington State 
University, and Calstate Fullerton. My postdoc Roberts (NASA Einstein Fellow) and my graduate 
student Jonas Lippuner post-processed simulated particle trajectories of material ejected from black 
hole -- neutron star (BHNS) merger simulations carried out with the SXS merger code SpEC. BHNS 
mergers at realistic mass ratios and black hole spins tend to eject more neutron star material than 
double neutron star mergers. Hence, they may be the primary source of very neutron rich nuclei in the 
universe. Our results show that all considered BHNS cases produce a very robust heavy (2nd and 3rd 
peak) r-process. When including irradiation by neutrinos from a post-merger disk, we find that 
neutrino absorption can drive up the yield in the first peak, but not sufficiently to explain the solar 
abundance pattern of r-process nuclei. Again, a 
different source (perhaps core-collapse supernovae) for the lightest r-process elements may be needed. 
 
The resulting paper has been submitted to MNRAS as Roberts et al. 2016. It is currently under review 
and available on arXiv as arXiv:1601.07942, http://arxiv.org/abs/1601.07942. 
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group, we found that the YITP simulations also contain the $m=1$ mode. This gave us additional 
confidence in our results. 
 
The postmerger gravitational wave emission carries information on the uncertain equation of state of 
nuclear matter. However, since the dominant l=2, m=2 postmerger gravitational wave emission occurs 
at frequencies of 2-4 kHz, second-generation gravitational wave detectors like Advanced LIGO, 
KAGRA, and Advanced Virgo will have a hard time detecting the postmerger signal. Since the m=1 
mode leads to gravitational wave emission at lower frequency, the hope was that it could be detected 
more easily, revealing the sought-after information on the nuclear equation of state. Unfortunately, our 
results clearly show that because of its very narrow-band emission, the signal to noise ratio of the $\ell 
= 2, m=1$ mode is very small. Even if the binary is optimally oriented and in the nearby Virgo cluster 
of galaxies (D ~ 10 Mpc), it would require third-generation detectors such as the Einstein Telescope to 
detect the signal. 
 
The resulting paper has been submitted to PRD as Radice et al. 2016b. It is currently under review and 
available on arXiv as arXiv:1603.05726, http://arxiv.org/abs/1603.05726. It has been assigned YITP 
report number YITP-16-21. 
 
 
2.5. Numerical Modeling of the Early Light Curves of Type IIP Supernovae 
(with Viktoriya Morozova, Tony Piro, and Mathieu Renzo)  
 
In this project with my postdoc Morozova and collaborators Piro (Carnegie Observatories) and Renzo 
(Amsterdam), we used our open-source SuperNova Explosion Code (SNEC). We studied the early 
shock-cooling dominated light curves of Type IIP (P stands for “plateau”) supernovae from red 
supergiant stars (RSGs). SNEC was first presented in Morozova et al. 2015. It is a Lagrangian 
(working in co-moving coordinates) spherically symmetric Newtonian radiation-hydrodynamics code. 
It solves photon radiation transport in the equilibrium (gray) diffusion approach to predict the 
lightcurves of supernova explosions. Starting with a progenitor star model from a stellar evolutionary 
code, we artificially initiate an explosion at some prescribed mass coordinate, then follow the 
explosion up to ~100 days after shock breakout. 
 
In this new study, we focused on the light curve in the first ~20 days after shock break out. During this 
time, the light curve emission comes from the shock heated, cooling and expanding stellar material. At 
later times, the plateau emission sets in, which is provided by recombination of ionized hydrogen to 
neutral hydrogen. Focusing on the early light curve, we found that the time between shock breakout 
and the maximum of the light curve can be used to put constraints on the pre-explosion radius of the 
RSG progenitor. This is very interesting, (a) since RSG radii are presently very uncertain and very 
sensitive to the parameters used in stellar evolution codes and (b) because automated astronomical 
surveys are beginning to provide increasingly detailed observations of IIP supernovae, which can be 
used together with our numerical models to observationally determine RSG radii with good accuracy. 

 
 

The resulting paper has been submitted to ApJ as Morozova et al. 2016. It is currently under review 
and available on arXiv as arXiv:1603.08530, http://arxiv.org/abs/1603.08530. It has been assigned 
YITP report number YITP-16-32. 
 
2.6. Simulations of Inspiraling and Merging Double Neutron Stars using the Spectral Einstein 
Code (with Roland Haas and the SXS Collaboration) 
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A gamma-ray event was observed in temporal coincidence with Advanced LIGO's gravitational wave 
event GW150914. Various theorists have proposed scenarios in which a binary black hole coalescence 
could emit a gamma-ray signal. On model, proposed by Avi Loeb, suggests that a rapidly rotating 
stellar core could fragment into two pieces during collapse. These then collapse to two black holes, 
inspiral, and merge. Woosley has generated a precollapse stellar model that could have sufficient 
angular momentum to allow dynamical fragmentation (but he did not include the centrifugal 
acceleration in his stellar evolution calculations). 

 
My group has previously studied (Reisswig, Ott et al. 2013, PRL 111, 151101) collapse and dynamical 
fragmentation in the context of supermassive star collapse. In the project with Fedrow, we are re-
considering the Reisswig et al. study in the context of stellar-mass objects. First, we are building 
spherically symmetric initial conditions and give them approximate (“1.5D”) rotation to study their 
stability properties. We may find already with this simple 1.5D study that the scenario proposed by 
Loeb is not viable. If we find viable cases, we will simulate them in 3D, using my group's core-
collapse simulation package Zelmani, which is based on the Einstein Toolkit. Fedrow has already 
started using the Einstein Toolkit for binary black hole simulations. 
 
3.3. Stellar-Mass Binary Black Hole Inspirals in a Gaseous Environment 
(with Masaru Shibata and, perhaps, Joseph Fedrow) 
 
This project is related to the fragmentation project and aims to study the effects of a gaseous 
environment (i.e. a stellar environment) on the inspiral dynamics and the resulting gravitational 
waveform of a binary black hole coalescence. The goal is to determine the threshold ambient density 
at which the inspiral and merger signal is changed (by dynamical friction and accretion) to such a 
degree that it would be inconsistent with the observed waveform of GW150914. If this threshold 
density is below or near the density expected in the core of a massive star, then this would 
immediately rule out Loeb's dynamical fragmentation model. 
 
We have already started initial short-term inspiral simulations and are presently working out numerical 
issues caused by adding general-relativistic hydrodynamics to the binary black hole coalescence 
simulation. I expect first interesting results of this study in May 2016. 
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(HTSC) is to explore the possibility to tune the Fe-based compound into an insulator. The relationship 
between the antiferromagntic ground state in the Fe-chalcogenides, which is different from that in the 
Fe-pnictides, and superconductivity is another issue.  In this presentation, firstly, I talked about our 
discovery of superconductivity with TC = 14 K, determining of the lattice, magnetic structures in the 
parent of Fe(Te,Se,S) system and the correlation between bi-collinear AFM order and 
superconductivity in this system. Secondly, I discussed about our efforts on searching for new Fe-
chalcogenides with AFM insulating behaviour, such as La2O3Fe2Se(S)2 compounds. Third, I reported 
our discovery of superconductivity above 30K in (Tl,K,Rb)FexSe2 system, which the onset SC 
transition temperature is as high as 40K. While the compound with more Fe vacancies shows an AFM 
insulator behaviour, which may be associated with the Fe-vacancy ordering in the crystals. Our 
discovery represents the first Fe-based HTSC at the verge of an AFM insulator. A review on the 
results of Fe-vacancy super-lattice, magnetism and superconductivity in (Tl,K,Rb)FexSe2 system was 
presented in this talk. Finally, I reported the our recently discovery of superconductivity in the 
TlNi2(Se,S)2 system.  

The second is on the International Workshop on Advanced Future Studies, held on March 14-16, 
2016, Kyoto. My talk topic is Topological Materials. It is well known that the discovery and 
classification of distinctive phases of matter is the main purpose of the condensed-matter physics. 
Over the past 30 years, the study of the quantum Hall effect has led to a different classification 
paradigm based on the notion of topological order. The quantum Hall effect defines a topological 
phase in the sense that certain fundamental properties are insensitive to smooth changes in material 
parameters and cannot change unless the system passes through a quantum phase transition.  In the 
past 10 years, a new field has emerged in condensed-matter physics based on the realization that the 
spin-orbit interaction can lead to topological insulating electronic phases, and on the prediction and 
observation of these phases in real materials. And many new topological materials have been 
discovered, such as 3D topological insulators, Bi2Se3; 3D topological semimetals, Cd2As3; 3D Weyl 
semimetals TaAs, NbP, TaP, NaAs. In this presentation, I first gave a review about this new matter 
state, such as what is topological material, the relationship between the topology in mathematics and 
topological materials in the condensed matter physics et al. Secondly, I showed an example to explain 
how to construct the topological materials. Finally, I reported our recent work on the Weyl semimetal 
TaP.  

Especially, in these workshops, many talks given by the professors from various field, such as 
economic, psychology, information, ecological, language, biology, physics, chemistry, let me know 
that the researches in various fields have some comment characteristics. It is very important to 
exchange with each other at the same platform. Some new good ideas may be burst out after 
discussions. I should give my gratitude to the International Research Unit of Advanced Future Studies 
offering these opportunities. 

At the same time, I also took part in the Workshop of the Low Temperature Centre, Graduate 
School of Science, and the each seminar every week in the Prof. Yoshimura’s group. I learnt many 
things from the speakers. For example, Haraguchi’s work on the spin-liquid behaviour in the spin-
frustrated Mo3 cluster magnet Li2ScMo3O8 in contrast to magnetic ordering in isomorphic Li2InMo3O8 
told us a new way to realize magnetic ground state.  Of course, in these seminars, I gave the students 
some suggestions according to my previous experience, which may be helpful for their research in the 
future. 
 
2. Research Results 
 
During the two months when I stay in Kinso Laboratory, after discussing with Prof. Yoshimura, I 
finished the two papers. One is about the research on “the unsaturated positive and negative 
magnetoresistance in Weyl semimetal TaP”, which has be published in Sci. China-Phys. Mech. Astro. 
59, 657406 (2016). In Weyl semimetal (WSM) phase, the bulk electronic bands disperse linearly along 
the momentum direction through a node, called the Weyl point, in a three-dimensional (3D) analog of 
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structure. Alloys of CeTi1 xNixGe3 (0.0   x  0.45) were synthesized by an arc-melting method under 
an argon (Ar) atmosphere. X-ray powder diffraction (XRD) pattern for all the samples was recorded at 
room temperature with a X-ray diffractometer. Analysis of the XRD data was made by using the 
GSAS suite of Rietveld programs. The magnetization measurements were carried out by a Quantum 
Design MPMS (SQUID). The magnetic susceptibility of all the samples was measured at a 1000 Oe 
magnetic field with a process of field-cooling (FC). The resistivity and heat capacity measurements 
were carried out in a Quantum Design Physical Properties Measurement System (PPMS). It was found 
that the Curie temperature, TC, decreases with increasing Ni content, and reaches to zero kelvin near a 
critical content xcr = 0.44. A new phase diagram was constructed based on the results of magnetization 
(M), resistivity ( ) and specific heat (C) measurements for this system. The non-Fermi liquid behavior 
in (T), and 1nT relationship in C(T) in the samples near xcr, demonstrate that strong spin fluctuation 
emerges in these samples, indicating them to be near a quantum critical point (QCP). This work will 
be published in Phys. Rev. B. 

I discussed with Prof. Yoshimura about the future collaboration on these two systems. NMR is the 
unique tool to determine microscopically the spin state of electrons. Prof. Yoshimura’s group has 
obtained many important results by using NMR measurement, and their works on magnetism by NMR 
measurements has a board impact in the world. We plan to measure the spin texture structure in the 
Weyl semimetal TaP by using NMR technique in his group, which may discover some exotic quantum 
electronic states in this new condensed matter state. Another, in order to explore the mechanism of the 
non-Fermi liquid behavior near quantum critical point in the CeTi1-xNixGe3 alloys, we are going to 
observe NMR spectrum at different temperatures in his laboratory. We are looking forwards to 
obtaining many interesting results through our collaboration on these issues. 

 
3. Summary 
 

During the past two months staying in Kinso Laboratory, I learnt many things and obtained some 
interesting research results. I would like to thank again the International Research Unit of Advanced 
Future Studies for providing financial support, Professor Yoshimura for inviting me. 
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Towards the Zero Order Draft (ZOD) 
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University of Otago, Dept. of Zoology. PO Box 56, Dunedin, New Zealand  
E-mail: jeremy.piggott@otago.ac.nz    

 
 
Abstract. This brief project report summarizes the work program of the IPBES Asia-Pacific 
Regional Assessment and my contributions as a Lead Author towards producing and reviewing 
the Zero Order Draft as a visiting fellow at Kyoto University’s Centre for Ecological Research. 
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level where relevant. It will also include species that are important for the functioning of ecosystems 
and livelihoods. Available forecasts on current trends will also be outlined. The chapter will also 
explore how changes in “Nature” impact “Nature’s benefit to people”. The chapter reflects in 
particular Goal C of the Strategic Plan for Biodiversity and will address issues related to the three 
Aichi Targets under this goal (Aichi Targets 11, 12 and 13) as well as relevant aspects of Aichi Target 
14.” 
 
Table 1 
 

The complementary scoping report for the regional assessment of biodiversity and ecosystem 
services for Asia-Pacific (IPBES 2014b) presents the geographic boundary of the assessment (Table 1) 
and highlights key datasets as, “Relevant datasets from ongoing activities drawn from a wide range of 
sources, including global, regional, national, subnational and local institutions and organizations will 
feed into the Asia-Pacific regional assessment. Some examples are national biodiversity and strategic 
action plans, national reports and data portals: the Global Biodiversity Information Facility, the Indian 
Bio-resource Information Network, the Group on Earth Observations Biodiversity Observation 
Network with regional components, the Asia-Pacific Biodiversity Observation Network and 
subregional or national components, the Japanese Biodiversity Observation Network and the Korea 
Biodiversity Observation Network; regional initiatives: the Economics of Ecosystems and Biodiversity 
for Southeast Asia; regional research institutes: Bioversity International (Asia Pacific Oceania 
division), the World Resources Institute, the CGIAR Consortium for Spatial Information, the 
International Centre for Integrated Mountain Development, the International Union for Conservation 
of Nature; and government research institutes. Datasets from published scientific literature and citizen 
science projects will also be used within the assessment report.” 
 
2.1 Contributions to the Zero Order Draft 
Following an extensive literature review of the key datasets listed above, Chapter 3 Lead Authors and 
Young Fellows prepared candidate key messages for their respective biomes and subregions. 
Freshwater Lead Authors met for a three-day group meeting from the 3-6th November 2015 at the 
National Institute for Environmental Studies in Tsukuba to compile their respective contributions 
across subregions and freshwater subbiomes for the ZOD. This material was then submitted to the 
Chapter 3 Coordinating Lead Authors and Co-chairs to review for consistency and clarity prior to 
submission as the ZOD. 
 
2.2 Zero Order Draft Internal Review  
In late November 2015, the first internal review of ZOD was initiated with Lead Authors undertaking 
to review chapters that they did not contribute to. On the 19th of January 2016 Chapter 3 Lead Authors 
received a total of 335 reviewer comments to address in the first revision of the ZOD.  
 
3.  Outlook and future directions 
The ZOD of IPBES Regional Assessment for Asia and the Pacific paves the way forward to extend the 
early work of the Millennium Ecosystem Assessment (MEA 2005) with issues specific to the Asia-
Pacific and subregions. At a scientific level, IPBES gives the opportunity to bring together the best 
scientists in biodiversity and ecosystem services and gives access to cutting-edge ideas and concepts 
for better natural resource management. From a community engagement perspective, IPBES is also 
providing tools for helping engaging with the wider community, with benefits to help mainstream the 
ecosystem services framework from science to policy. 
 

IPBES has provided an over-arching framework for ecosystem assessments that link science to 
policy, but despite this achievement key knowledge and data gaps remain at the regional and sub-
regional levels. The selection of appropriate indicators for biodiversity and ecosystems pose a 
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Figure 1. Conceptual Framework from IPBES (Díaz 2015; Diaz 2015) 

 
 

Table 1. Geographic areas of the IPBES Asia-Pacific regional assessment (a Overseas territory.) 
(IPBES 2014a) 

Subregions Countries and territories 
Oceania Australia, Fiji, Kiribati, Marshall Islands, Micronesia (Federated States of), 

Nauru, New Zealand, Palau, Papua New Guinea, Samoa, Solomon Islands, 
Tonga, Tuvalu and Vanuatu. Pacific island territories of Cook Islands, New 

Caledonia, American Samoa,a Tokelau,a French Polynesia,a Niue,a Guam,a 

Commonwealth of the Northern Mariana Islands, Pitcairn Islanda and Wallis 

and Futuna.a Oceanic and sub-Antarctic islands in the Pacific region (or 
Pacific and Indian Ocean regions) 

South-East Asia Brunei Darussalam, Cambodia, Indonesia, Lao People’s Democratic Republic, 
Malaysia, Myanmar, Philippines, Singapore, Thailand, Timor-Leste and Viet 
Nam 

North-East Asia China, Democratic People’s Republic of Korea, Japan, Mongolia and Republic 
of Korea 

South Asia Afghanistan, Bangladesh, Bhutan, India, Iran (Islamic Republic of), Maldives, 
Nepal, Pakistan and Sri Lanka 

Western Asia Bahrain, Kuwait, Oman, Qatar, Saudi Arabia, United Arab Emirates and 
Yemen (Arabian peninsula), Iraq, Jordan, Lebanon, State of Palestine and 
Syrian Arab Republic (Mashriq) 
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
岡本　久 論文 2016/2 日常現象から解析学へ、近代科学社、2016 年 2月

2015 T. Miyaji, H. Okamoto & A. Craik, A four-leaf chaotic attractor of a three-
dimensional dynamical system, International Journal of Bifurcation and Chaos, 
vol.25（2015）, 1530003（21pages）

2015 S.-C. Kim, and H. Okamoto, Unimodal patterns appearing in the Kolmogorov 
fl ows at large Reynolds numbers, Online, Nonlinearity, vol. 28（2015）, 3219-
3242.

2015 T. Miyaji, H. Okamoto, and A. D. D. Craik, Three-dimensional forced-damped 
dynamical systems with rich dynamics: bifurcations, chaos and unbounded 
solutions, Physica D vol. 311-312, （2015）, 25-36.

学会発表 2016/3/9 講演題目：Some mathematical issues about special solutions of the Navier-
Stokes equations, 講演場所：The Navier-Stokes Equations and Related Topics, 
Nagoya University, 時期：3月 9日

2016/1/16 講演題目：A nonlinear heat equation & its complex singularities, 講 演 場 所：
Naruto workshop on vortex dynamics, 鳴門市, 徳島県, 時期：2016 年 1月 16 日

2015/12/12 講演題目：数学における共同研究の役割, 講演場所：数学・数理科学 4研究拠点合同
市民講演会、万物共通の言葉「数学」, 明治大学時期：12月 12 日

2015/10/30 講演題目：流線のトポロジーとナヴィエ－ストークス方程式の特異極限問題, 講演場
所：北海道大学電子科学研究所HMMCセミナー, 時期：10月 30 日

2015/9/14 講演題目：数理流体力学に現れる困難について, 講演場所：日本数学会　総合講演　　
京都産業大学, 時期：9月 14 日

2015/8/16 講演題目：A blow-up problem for a nonlinear heat equation in the complex 
plane of time, 講演場所：International Conference on Numerical mathematics, 
Nanjing, 時期：8月 16 日

2015/8/11 講演題目：Unimodal patterns appearing in the 2D Navier-Stokes equations at 
large Reynolds numbers, I, 講演場所：8th International Congress on Industrial 
and Applied Mathematics, Beijing, 時期：August 11, 

2015/7/24 講演題目：2次元非圧縮流れの、高レイノルズ数での流線のトポロジーについて, 講
演場所：乱流を介在した流体現象の数理、京都大学数理解析研究所, 時期：7月 24
日

2015/6/29 講演題目：非線形熱方程式の複素特異点について, 講演場所：パターン生成とダイナ
ミクスの解構造の探求、北海道大学, 時期：6月 29 日

2015/5/31 講演題目：A nonlinear heat equation in the complex plane and an associated 
ill-posed problem, 講演場所：Taiwan SIAM Annual meeting, 時期：May 31, 
2015

佐々木　節 著書 2015/8 「インフレーション宇宙：アインシュタインへの贈り物」岩波「科学」2015 年 8月
号特集　一般相対論 100 年 , pp781-786.

論文 2016 C. Lin and M. Sasaki, ”Resonant Pri-mordial Gravitational Waves Amplication," 
Phys. Lett. B 752, 84, （2016）, doi:10.1016/j.physletb.2015.11.021
［arXiv:1504.01373 ［astro-ph.CO］］.

2015 G. Domenech, A. Naruko and M. Sasaki, "Cosmological disformal 
invar iance , " JCAP 1510,  no .  10 ,  067（2015）, do i :10 .1088/1475-
7516/2015/10/067［arXiv:1505.00174 ［gr-qc］］.

2015 Y. Watanabe, A. Naruko and M. Sasaki, ”Multi-disformal invariance of 
non-linear primordial perturbations,"Europhys. Lett. 111, 39002（2015）, 
doi:10.1209/0295-5075/111/39002［arXiv:1504.00672 ［gr-qc］］.

2015 G. Domenech and M. Sasaki, ”Confor-mal Frame Dependence of In 
ation,"JCAP 1504, no. 04, 022（2015）, doi:10.1088/1475-7516/2015/04/022
［arXiv:1501.07699 ［gr-qc］］.

2015 D. Bertacca, N. Bartolo, M. Bruni, K. Koyama, R. Maartens, S. Matarrese, M. 
Sasaki and D. Wands, ”Galaxy bias and gauges at second order in General 
Relativity," Class. Quant. Grav. 32, no. 17, 175019（2015）doi:10.1088/02649
381/32/17/175019 ［arXiv:1501.03163 ［astro-ph.CO］］.

学会発表 2016/1/7 ”Cosmic in ation and its predictions,"［APCTP Colloquium］7 January, 2016, 
APCTP, Pohang, Korea（招待講演）

2015/12/23 ”General relativity in Japan - a historical perspective -", Invited, in 
”International Conference on General Relativity: Cen-tennial Overviews and 
Future Perspectives," 23 December, 2015, Ewha Wom-ans University, Seoul, 
Korea
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
2015/12/16 ”Conformal Frames in Cosmology: -frame dependence vs observational 

equivalence -", Plenary, in ”Second LeCosPA International Symposium: 
Everything About Gravity," 16 December, 2015, LeCosPA, Taipei, Taiwan

2015/10/30 ”Conformal frames in gravity: frame de-pendence vs observational 
equivalence", Invited, in ”Windows on Quantum Grav-ity: Season 2," 30 
October, 2015, Instituto de Fsica Teorica UAM-CSIC, Madrid, Spain

2015/10/23 ”Conformal Frames in Cosmology," 23 October, 2015, University of Basque 
Country, Bilbao, Spain（招待講演）

2015/6/24 ”Conformal frames in gravity: frame de-pendence vs observational 
equivalence", Plenary, in ”2015 Annual Meeting of the Chinese Physical 
Society, Division of Gravitation and Relativistic Astro-physics," 24 June, 2015, 
Hangzhou, China

2015/6/1 "Inflation and Alternatives," Discussion Leader, in ”Gordon Research 
Conference:String Theory & Cosmology", 1 June, 2015, HKUST, Hongkong

2015/5/13-14 ”General Relativity and Cosmology（I）（II）", Invited Lectures, in ”11th Par-
ticle Physics Phenomenology Workshop（PPP11）", 13-14 May, 2015, Taipei, 
Taiwan

2015/5/4 ”Reviving open in ation," Invited, in ”The International Conference on Grav-
itation and Cosmology/The Fourth Galileo-Xu Guangqi Meeting", 4 May, 2015, 
KITCP, Beijing, China

研究費獲得 2015-2019 科研費新学術領域「加速宇宙」計画研究 A01 「インフレーション宇宙のメカニズ
ムとその物理の多角的検証」（代表）平成 27 年度 - 平成 31 年度，直接経費総額
31,300 千円（平成 27年度 6,200 千円）

2015-2019 科研費新学術領域「加速宇宙」国際共同研究加速基金（分担）平成 27 年度 - 平成
31年度，直接経費総額 10,000 千円（平成 27年度 2,000 千円）

アウトリーチ活動 2015/11/28 「一般相対論が描く宇宙の過去・現在・未来」一般相対性理論誕生 100 年記念市民
講演会京都会場, 講演会, 2015 年 11 月 28 日, 京都大学, 理学研究科 6号館

2015/11/22 「アインシュタインと重力～ 一般相対性理論 100 年」基礎物理学研究所市民講演会：
「一般相対性理論 100 年とブラックホール～ブラックホール理論の最前線～」, 2015
年 11 月 22 日, 京都大学, 基礎物理学研究所湯川記念館

柴田　一成 著書 2015/10/22 太陽大図鑑, 2015/10/22, クリストファー・クーパー著, 柴田一成（監修）, 緑書房, 
￥5,184

論文 2015/12 Maehara, Hiroyuki; Shibayama, Takuya; Notsu, Yuta; Notsu, Shota; Honda, 
Satoshi; Nogami, Daisaku; Shibata, Kazunari, Statistical properties of superfl ares 
on solar-type stars based on 1-min cadence dataEP&S...67...59, 2015/12

2015/11 Muranushi, Takayuki; Shibayama, Takuya; Muranushi, Yuko Hada; Isobe, 
Hiroaki; Nemoto, Shigeru; Komazaki, Kenji; Shibata, Kazunari, UFCORIN: A 
fully automated predictor of solar flares in GOES X-ray fluxSpWea..13..778, 
2015/11

2015/11 Takasao, Shinsuke; Fan, Yuhong; Cheung, Mark C. M.; Shibata, Kazunari, 
Numerical Study on the Emergence of Kinked Flux Tube for Understanding of 
Possible Origin of δ-spot Regions, ApJ...813..112, 2015/11

2015/10 Singh, K. A. P.; Hillier, Andrew; Isobe, Hiroaki; Shibata, Kazunari, Nonlinear 
instability and intermittent nature of magnetic reconnection in solar 
chromosphere, PASJ...67...96, 2015/10

2015/10 Honda, Satoshi; Notsu, Yuta; Maehara, Hiroyuki; Notsu, Shota; Shibayama, 
Takuya; Nogami, Daisaku; Shibata, Kazunari, High dispersion spectroscopy of 
solar-type superfl are stars. III. Lithium abundances, PASJ...67...85, 2015/10

2015/7 Takeshige, Satoshi; Takasao, Shinsuke; Shibata, Kazunari, A Theoretical Model 
of a Thinning Current Sheet in the Low-β Plasmas, ApJ...807..159, 2015/7

2015/6 Notsu, Yuta; Honda, Satoshi; Maehara, Hiroyuki; Notsu, Shota; Shibayama, 
Takuya; Nogami, Daisaku; Shibata, Kazunari, High dispersion spectroscopy of 
solar-type superflare stars. II. Stellar rotation, starspots, and chromospheric 
activities, PASJ...67...33, 2015/6

2015/6 Notsu, Yuta; Honda, Satoshi; Maehara, Hiroyuki; Notsu, Shota; Shibayama, 
Takuya; Nogami, Daisaku; Shibata, Kazunari, High dispersion spectroscopy of 
solar-type superfl are stars. I. Temperature, surface gravity, metallicity, and vsin 
I, PASJ...67...32 06/2015

2015/6 Takasao, Shinsuke; Matsumoto, Takuma; Nakamura, Naoki; Shibata, Kazunari, 
Magnetohydrodynamic Shocks in and above Post-fl are Loops: Two-dimensional 
Simulation and a Simplifi ed Model, ApJ...805..135 06/2015

2015/3 Takahashi, Takuya; Asai, Ayumi; Shibata, Kazunari , Prominence Activation By 
Coronal Fast Mode Shock, ApJ...801...37 03/2015

2015 Fractal Reconnection in Solar and Stellar Environments, Kazunari Shibata and 
Shinsuke Takasao, a chapter of the book ,"Magnetic Reconnection - Concepts 
and Applications", editors W. Gonzalez, E. N. Parker（Springer, 2015）
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
学会発表 2015/11/19 「科学教育 in 京都 2015」, 2015 年 11 月 19 日, 京大基礎物理学研究所, 司会

2015/10/5-9 Magnetic Fields in the Universe V, Oct. 5-9, 2015, Corsica, France, （SOC）
2015/9/27-29 International Symposium on the NAOJ Museum, September 27 - 29, 2015, in 

Mitaka, Tokyo, Japan.（SOC）
2015/8/12-14 IAU Focus Meetings（GA）, FM 18: Scale-free processes in the universe, Aug 

12-14, 2015, Honolulu, Hawaii, USA, （SOC）
2015/8/10-14 IAU Symposium 320,"Solar and Stellar Flares and Their Effects on Planets", 

Aug. 10-14, 2015, Honolulu, Hawaii, USA, （SOC, co-chair）
2015/8/8 国際教育学会　公開シンポジウム「学びを科学する」, 2015 年 8 月 8日（土）, 同志

社大学寒梅館, 司会
2015/6/8-12 ASTRONUM, June 8-12, 2015, Avignon, France（Program Committee）
2015/1/10-11 宇宙ユニットシンポジウム, 「宇宙にひろがる人類文明の未来 2015」, 2015 年 1 月

10 日（土）-11 日（日）, 時計台大ホール, 世話人
講演 2015/12/26 2015 年 12 月 26 日　朝日カルチャーセンター（京都三条河原町）　講演　13 時～

14時 30 分　太陽で超巨大爆発（スーパーフレア）は起きるか？
2015/12/25 2015年12月25日, 理論天文懇談会, 大阪大学基礎工学部, 招待講演　（35分+5分）, 

太陽・恒星フレアの物理 ―太陽でスーパーフレアは起きるか？
2015/12/15 2015 年 12 月 15 日　IEEE 京大花山天文台見学会　14 時 30 分～ 16 時 30 分　花

山天文台へようこそ　太陽の脅威とスーパーフレア　花山天文台見学案内
2015/12/7 2015 年 12 月 7日　山科区地域女性連合会　講演会　アスニ山科　午前 10時～ 12

時　太陽の脅威とスーパーフレア
2015/12/5 2015 年 12 月 5日　第 5回宇宙落語会（京大時計台）、開会の挨拶、パネルディスカッ

ション
2015/11/26 2015 Nov 26, ESWW12（Eurepean Space Weather Week）, Ostend, Belgium, 

11:00-11:20, invited talk, Superfl ares on Solar type Stars and Their Implications 
on the Possibility of Superfl ares on the Sun

2015/11/21 2015 年 11 月 21 日　京大 11 月祭　法経本館 2階　法経第 6教室　本部講演　14
時～ 16時　太陽の脅威とスーパーフレア

2015/11/20 2015 年 11 月 20 日　岡山操山中学花山見学　ミニ講演＠花山天文台 花山天文台へ
ようこそ、太陽とは？みなさんの質問に答える

2015/11/2 2015, Nov 2, APSPM2015（Asia Pacific Solar Physics Meeting）, Seoul Univ, 
Korea, 14:00-14:25, invited talk, Stellar Superfl ares

2015/10/31 2015 年 10 月 31 日　飛騨オープンカレッジ　飛騨・世界生活文化センター（高山市）　
講演　13時～ 14時　太陽、地球、宇宙人

2015/10/21 2015年10月21日　洛北高校　講演　13時25分～15時15分　太陽の脅威とスー
パーフレア

2015/10/17 2015 年 10 月 17 日　花山天文台一般公開　DVD「古事記と宇宙 ―音楽と宇宙映像
の融合の試み」 制作の経緯

2015/10/16 2015年 10月 16日　洛北高校附属中　特別講義　13時 30分～ 15時 15分　太陽、
地球、宇宙人

2015/10/9 2015 年 10 月 9日　堀川高校生生向け講義＠花山天文台　花山天文台見学案内をす
るための予備知識

2015/10/9 2015 年 10 月 9 日　積水化学京都研究所　講演　16 時～ 17 時 30 分　太陽の驚異
とスーパーフレア

2015/9/27 2015 Sep 27, International Symposium on the NAOJ Museum, September 27 - 
29, 2015, in Mitaka, Tokyo, Japan. invited talk（20min）, Future Plan of Kyoto/
Kwasan Observatory Museum

2015/9/26 2015 年 9 月 26 日（土）　第 57 回 NPO花山天体観望会「名月と名曲」＠花山天文
台　月のふしぎ

2015/9/25 2015 年 9月 25 日（金）第 7回天文台基金観望会　花山天文台　19時～ 21 時　古
事記と宇宙

2015/9/21 2015 年 9 月 21 日　妙心寺宇宙落語会　講演　18 時 40 分～ 19 時 25 分　＠妙心
寺太陽、地球、宇宙人

2015/9/18 2015年9月18日, SKAサイエンス会議, 鹿児島大学（招待講演 30分+10分）, 太陽・
恒星フレアの物理

2015/9/13 2015 年 9 月 13 日　京大ジュニアキャンパス　講演　10 時～ 11 時 30 分　京大農
学部総合館　太陽の驚異とスーパーフレア

2015/8/27 2015 年 8 月 27 日（木）　第 6 回天文台基金観望会　花山天文台　18 時～ 21 時　
古事記と宇宙

2015/8/26 2015 年 8月 26 日, 天文台アーカイブ報告会, 京大資源アーカイブ、稲盛記念館, 花
山天文台の現状と将来

2015/8/21 2015 年 8 月 21 日, 柴田還暦記念 天体 MHD 研究会, 名古屋大学, Closing 
Comments
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
2015/8/19 2015 年 8 月 19 日, 柴田還暦記念　天体MHD研究会, 名古屋大学, 「柴田一成の宇

宙研究」の研究（退職記念講演の予行演習＆そのとき話せないマル秘話）
2015/8/10 2015 Aug 10, IAUGA-IAUS320 Solar and Stellar Flares and Their Impact on 

Planets, Honolulu, Hawaii, USA, plenary talk, pm 6:00-7:30, Solar and Stellar 
Flares and Their Impact on Planets

2015/8/7 2015 年 8 月 7日　京大オープンキャンパス　京大天文台での研究 太陽・恒星・天
体爆発現象

2015/7/27 2015 年 7月 27 日　京都青少年科学センター「未来のサイエンティスト」花山見学
会＠花山天文台、講演　30～ 35 分、大宇宙のロマンを語る

2015/7/27 2015 年 7 月 27 日　京都府教員研修＠花山天文台、講演　15 時 00 分～ 16 時 00
分太陽、地球、宇宙人

2015/7/25 2015 年 7 月 25 日　飛騨天文台一般公開　講演　17 時 30 分～ 18 時 20 分　太陽、
地球、宇宙人

2015/7/23 2015 年 7 月 23 日, 京大数理研 RIMS 研究集会「乱流を介在した流体現象の数理」
（25+5 min）, Fractal Reconnection in Solar and Stellar Environments, Kazunari 
Shibata and Shinsuke Takasao, 柴田一成 *、高棹真介（京大花山天文台）

2015/7/8 2015 年 7月 8日　洛東高校　13時 40 分～ 15時　スーパーフレアと宇宙天気予報
2015/7/7 2015 年 7月 7日　京都府西城陽中学　講演、11時 55 分－ 12時 45 分　「大宇宙の

ロマンを語る」－七夕の日に 宇宙と星について考えよう－
2015/7/7 2015 年 7 月 7 日　豊中高校花山天文台見学会　＠花山天文台　講演　14 時 20 分

～ 15時 20 分　太陽、地球、宇宙人
2015/7/7 2015 年 7 月 7日　花山天文台　七夕講演会　講演、18 時 30 分－ 19 時 30 分　七

夕と天の川
2015/7/1 2015 年 7月 1日　思修館シンポジウム＠京大思修館　太陽が引き起こす大災害
2015/6/25 2015 年 6月 25 日　ワイアード講演（40分）＠東京御茶ノ水、太陽と地球、スーパー

フレア
2015/6/23 2015 年 6 月 23 日　京都造形芸術大学、講義（70 分＋ 10 分）　太陽活動と地球環

境
2015/6/19 2015 年 6 月 19 日　夢ナビ＠インテックス大阪、16 時～ 16 時 30 分　爆発だらけ

の宇宙と太陽
2015/6/15 2015 年 6 月 15 日　鉄道電業安全協会　特別講演　16 時 30 分～ 18 時　大阪ガー

デンパレス　　（JR新大阪駅近く）　太陽の脅威とスーパーフレア
2015/6/13-14 2015 年 6 月 13 日 -14 日　放送大学講義＠花山天文台、10 時～ 16 時 50 分 x2 日

惑星と生命　太陽の基本的構造　太陽の脅威とスーパーフレア
2015/5/28 2015 年 5月 28 日　千里文明史学協会　講演、場所　伊丹空港ビル、17時 30 分～

19時、太陽の活動と地球温暖化
2015/5/26 2015 May 26, JpGU space weather session oral, Why big sunspot 12192 did 

not produce CME ?
2015/5/18 2015 May 18 , workshop "Integrated Plasma Modelling of Solar Flares", Lorentz 

center, Leiden Univ, The Netherlands（invited talk）, Review of the standard 
fl are model

2015/5/15 2015 年 5月 15 日, ローレンツ祭　特別講義, 25 分, 太陽の脅威とスーパーフレア
2015/5/8 2015 年 5 月 8 日　第 5回天文台基金観望会　花山天文台、19 時～ 21 時半、太陽

の脅威とスーパーフレア
2015/4/18 2015 年 4月 18 日, 澤さん退職記念研究会, 名古屋, 天文教育と澤さんと麻雀―　私

の天文教育・アウトリーチ活動, （そして研究）の原点は愛知教育大―
2015/4/15 2015 April 15, Space Weather Workshop , （Boulder, USA）（15 +5 min）, 

Superfl ares on Solar type Stars and Their Implications］on the Possibility of 
Superfl ares on the Sun

2015/4/11 2015 年 4月 11 日, 京阪神宇宙惑星研究会, 大阪大, 口頭発表, 古事記と宇宙「音楽
と宇宙映像の融合の試み」

2015/3/26 2015 年 3月 26 日, シンポジウム「低頻度大規模災害のリスクマネジメント」, 芝浦
工業大学（招待講演）, 太陽でスーパーフレアは起きるか？

2015/3/19 2015 年 3月 19 日, 日本天文学会春季年会（大阪大）, 口頭発表, 柴田一成、石井貴子、
河村聡人, 飛騨 SMARTチーム（京大理天文台）, 巨大黒点 12192 はなぜコロナ質量
放出を起こさなかったのか？

2015/3/15 2015 年 3月 15 日　星のソムリエ全国シンポ＠文化パルク城陽　第 4会議室 講演、
13時 05 分－ 14時 10 分、スーパーフレア（太陽フレア）とNPO花山の活動

2015/3/11 2015 年 3月 11 日, 研究会「磁気リコネクション研究の最前線―太陽・惑星・実験室」, 
（自然科学研究機構・連携プロジェクトの一環）, 東大本郷（招待講演）, 太陽フレア
における磁気リコネクション

2015/3/10 2015 年 3 月 10 日　京都 SKYシニア大学　講演、10 時 -12 時　天文台からみた地
球環境 ～活動する宇宙と太陽～
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
2015/3/3 2015 年 3月 3日, 京都大学宇宙総合学研究ユニット／ブロードバンドタワー共同研

究, 『宇宙の科学、工学、政策の最前線』に関する講演会, 14:00 ～ 15:00　基調講演, 
太陽物理学の最前線 - 太陽の驚異とスーパーフレア -

研究費獲得 2013-2015 基盤研究（B）, 太陽白色光フレアと太陽型星スーパーフレアの比較研究, 柴田一成, 
平成 25 年 -27 年（総額 14,700,000 円）平成 27年度 : 4,300,000 円

2013-2015 文部科学省, 宇宙航空科学技術推進調整委託費, 科学衛星データを活用した宇宙
天気研究成果の社会発信と人材育成, 柴田一成, 平成 25 年 -27 年（平成 27 年度 : 
11,291,000 円）

記者発表 2015/8/25 2015 年 8月 25 日　記者発表＠国際イノベーション棟　音楽と宇宙映像の融合への
試み「古事記と宇宙」完成に関する記者発表　司会：　大野照文（京大総合博物館・
教授）　発表：　喜多郎　（ミュージシャン）　柴田一成（京大理・附属天文台・教授、
台長）

解説記事・インタ
ビュー記事

2015/10 宇宙会報（2015 年 10 月）, 天文台だより
2015/10 雑誌「大人のおしゃれ」, 2015 年 10 月号（No.19）pp.184-185, 本上まなみの京都

で大人になっています　第 3回, 京都の街から宇宙をのぞく
2015/8/10 IAU General Aseembly Kai'aleleiaka（2015 Aug 10）, pp10-11, Kazunari 

Shibata, IAU Symposium No 320, Solar and Stellar Flares and Their Eff ects on 
Planets

2015/4/20 しぐれてい 132 号（2015 年（平成 27 年）4月 20 日）, 明月記の超新星記録をめぐ
る物語, ―京大総合博物館特別展とグリニッジ天文台

2015/3 天界（2015 年 3月号　第 1078 号）, 東亜天文学会のふるさと花山天文台にぜひご支
援を！

DVD 2015/8/19 古事記と宇宙（DVD）, 企画・監修：柴田一成 / 音楽：喜多郎, RELEASE：
2015.08.19, 定価：¥3,800（税別）, 品番：YZDI-8002 / POS：4560255254246, 
発売元 : DIAA株式会社, 販売元 : クラウン徳間ミュージック販売株式会社

中野　伸一 論文 2015 2015, Kobayashi, Y., Y. Hodoki, K. Ohbayashi, N. Okuda, S. Nakano（2015）, 
Changes in bacterial community structure associated with phytoplankton 
succession in outdoor experimental ponds. Plankton and Benthos Research 10: 
34-44, 国際誌, 出版済み

2015 2015, Nishino, H., Y. Hodoki, S. D. Thottathil, K. Ohbayashi, Y. Takao, S. 
Nakano（2015）Identification of species and genotypic compositions of 
Cryptomonas（Cryptophyceae）populations in the eutrophic Lake Hira, Japan, 
using single-cell PCR. Aquatic Ecology 49: 263-272. 国際誌, 出版済み

2015 2015, Tanabe Y, Okazaki Y, Yoshida M, Matsuura H, Kai A, Shiratori T, Ishida K, 
Nakano S, Watanabe MM.（2015）A novel alphaproteobacterial ectosymbiont 
promotes the growth of the hydrocarbon-rich green alga Botryococcus braunii. 
Scientifi c Reports 5 doi:10.1038/srep10467, 国際誌, 出版済み

2015 2015, Mukherjee, I., Hodoki, Y., Nakano, S.（2015）Kinetoplastid fl agellates 
overlooked by universal primers dominate in the oxygenated hypolimnion of 
Lake Biwa, Japan. FEMS Microb. Ecol. 91 fi v083, 国際誌, 出版済み

学会発表 2016/1/15 2015, 国際学会, Nakano, S. et al. Ecophysiology, Phylogeography and 
Environmental Sociology on Water Blooms of the Globally Distributed 
Cyanobacterium Microcystis aeruginosa. UNESCO International Scientific 
Symposium, Scientific, Technological and Policy Innovations for Improved 
Water Quality Monitoring in the Post-2015 SDGs Framework. 15 July 2016, 
Otsu, Shiga, Japan（招待講演）

2015/9/29 2015, 国内学会, 早川和秀，中村恭子, 藤永承平, 中野伸一, Gu Yilu, Li Renhui，
Sun Fuhong, Wu Fengchang 中国・太湖における溶存有機物の化学組成とシアノバ
クテリア及び細菌群集の関係について, 日本陸水学会第 80回函館大会、北海道大学
函館キャンパス、9月 29 日, 口頭発表

2015/9/18 2015, 国内学会, 早川和秀，杉山裕子，Shoji D. Thottathil，中野伸一（2015）: 琵
琶湖水中の溶存有機物の吸収蛍光特性と光脱色. 日本地球化学会第 62回年会、横浜
国立大学、9月 18 日, 口頭発表

研究費獲得 2012-2015 略的国際科学技術協力推進事業「日本 JST －中国NSFC 研究交流」（H24 ～ H27） 
（JST）湖沼の溶存有機物がたどる運命：特に、有機物負荷・汚染について, 代表, 2,350
千円（13,140 千円）

西村　和雄 論文 2015/5/6 Kazuo Nishimura, Takaaki Aoki, Michiyo Inagawa, Yoshikazu Tobinaga, Sunao 
Iwaki “Brain Activities of Visual Thinkers and Verbal Thinkers: A MEG Study, ”　
Neuroscience Letters Volume 594, 6 May 2015, Pages 155-160, DOI: 10.1016/
j.neulet.2015.03.043

2015 Frédéric Dufourt. Kazuo Nishimura. Alain Venditti, “ Indeterminacy and 
sunspots in two-sector RBC models with generalized no-income-effect 
preferences, ” Journal of Economic Theory 157, pp. 1056-1080, 2015

2015 Kazuo Nishimura, Carine Nourry, Thomas Seegmuller and Alain Venditti, “On 
the（de）stabilizing eff ect of public debtin a Ramsey model with heterogeneous 
agents, ” International Journal of Economic Theory Volume 11, No 1, 2015, 
7-24
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
藤井　紀子 論文 2015/11 Takata, T and Fujii N. , Isomerization of Asp residues plays an important role 

in αA-crystallin dissociation. , FEBS J., Dec 24. doi: 10.1111/febs.13635. ［Epub 
ahead of print］ in press, 2015/11

2015/9 Kim I, Saito T, Fujii N, Kanamoto T, Chatake T, Fujii N., Site specifi c oxidation 
of amino acid residues in rat lens γ-crystallin induced by low dose γ
-irradiation., Biochem.Biophys.Res.Commu, 466 622-628, 2015/9

2015/6 Takata T and Fujii N., Eff ect of Asp 96 isomerization on the properties of a lens 
αB-crystallin-derived short peptide. , J. Pharm. Biomed Anal., 116 139-144, 
2015.6

2015/5 Ramkumar S, Fujii N, Sakaue H, Fujii N, Thankappan B, Kumari RP, 
Natarajaseenivasan K, Anbarasu K. Real-time heterogeneous protein-protein 
interaction between αA-crystallin N-terminal mutants and αB-crystallin using 
quartz crystal microbalance（QCM）. , Amino Acids., 47 1035-1043, 2015/5

学会発表 2016/3 藤井紀子、高田匠、坂上弘明、藤井智彦, 加齢による蛋白質ホモキラリテイ―の破れ, 
第 41 回生命の起原および進化学会学術講演会, 2016/3（招待講演者）

2016/3 金仁求、齊藤剛、藤井智彦、金本尚志、藤井紀子, γ線照射によるラット水晶体α-
およびβ- クリスタリンの酸化、脱アミド化および異性化等の翻訳後修飾の迅速 LC-
MS/MS 分析, 第 41 回生命の起原および進化学会学術講演会, 2016/3

2016/3 Ha Seongmin、金仁求、藤井紀子, ヒト血清中のD- アミノ酸含有ペプチドの同定, 
第 41 回生命の起原および進化学会学術講演会, 2016/3

2015/12/6-11 Noriko Fujii, Crystallin racemization and insolubilization of lens proteins, 
International Conference on the Lens 2015 Sheraton Kona Resort & Spa, 
Hawaii, 2015/12/6-11（Invited spealker, Symposium organizer）

2015/12/6-11 Takumi Takata, Noriko Fujii, Isomerization of Asp residues is different 
between monomer and hetero-polymer of alpha-crystallin in aged human lens, 
International Conference on the Lens 2015, Sheraton Kona Resort & Spa, 
Hawaii, 2015/12/6-11（Invited spealker）

2015/12 藤井紀子, 蛋白質異常凝集とD- アミノ酸　（八谷：アミロイド再考）, 第 88 回日本生
化学会・第 37回日本分子生物学会年会合同大会, 2015/12（招待講演者）

2015/12 藤井智彦　岸本成史　藤井紀子, 水晶体蛋白質中のアスパラギン酸残基のD体化と
D- アスパラギン酸残基周辺の立体構造との関係, 第 88 回日本生化学会・第 37回日
本分子生物学会年会合同大会, 2015/12, 生体分子ホモキラリティーのパラダイムシ
フト － D- アミノ酸研究の新展開（Session Organizer）

2015/9/2-5 Noriko Fujii, The importance of the idea of “Parachirality” in life science, 3rd 
International Symposium on the SOAI Reaction and Related Topic, Bánó Mária 
Kastélyszálló（Hungary）, 2015/9/2-5（Invited spealker）

2015/9 藤井紀子、藤井智彦、高田匠, 、前田裕貴, LC-MS を用いた白内障クリスタリン中の
異性体アミノ酸の迅速分析法, 第 54 回日本白内障学会総会・第 41回水晶体研究会, 
2015/9（招待講演者）

2015/7 藤井紀子、鈴木結, LC-MS を用いた皮膚コラーゲン中のD- アスパラギン酸残基の部
位の決定, 第 37 回日本光医学・光生物学会, 2015/7

2015/6 A SEONGMIN, 高田匠、藤井紀子, 血液中のD- アミノ酸含有ペプチドの探索, 第 15 
回日本蛋白質科学会年会, 2015/6

2015/6 藤井紀子, LC-MS/MS による蛋白質中のAsp 異性体の迅速解析, 第 15 回日本蛋白質
科学会年会, 2015/6（招待講演者）

レビュー 2015 Fujii N, Takata, T. and Fujii N., Quantitative analysis of isomeric（L-α-, L-
β-, D-α-, D-β-）aspartyl residues in proteins from elderly donors. , J. Pharm. 
Biomed. Anal., 116 25-33, 2015

2015 高田匠、藤井紀子, 白内障とクリスタリンの翻訳後修飾, 日本白内障学会誌, 27 15-
18, 2015

受賞 2015/7/23 藤井　紀子, 第 8 回日本光医学・光生物学会　学会賞, 日本光医学・光生物学会, 
2015/7/23

研究費獲得 2013-2016 25-28 文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 B/25288075）, 加齢性疾患にみられ
る蛋白質異常凝集の機構解明とその修復, 17,350（千円）代表, 2013 － 2016

2015 27 文部科学省科学研究費補助金（基盤研究A）, 中性子散乱を用いた再構成細胞系で
の生体高分子の構造解析法の開発, 250（千円）, 分担, 2015

村瀬　雅俊 論文 2015 Masatoshi Murase: Introduction to New Integrated Creative Studies（DOI: 
10.14989/ 199810）2015-001-a, Journal of Integrated Creative Studies（ISSN: 
2424-0370）

2015 村瀬雅俊：生命と全体性、風の旅人－いのちの文、かぜたび舎 113-116（2015）
講演 2016/2/11 Masatoshi Murase:Astonishingly Interesting World of Science and Education 

－ Knowing How We Know－ Yukawa Institute for Theoretical Physics, GSEE/
Kyoto 2016 February 11, 2016.

276

記
録
集

記
録
集

２
０
１
５
年
度　
活
動
報
告
書



氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
2016/2/11 Masatoshi Murase: Introduction to Advanced Future Studies, International 

Symposium on Advanced Future Studies, Yukawa Institute for Theoretical 
Physics, February 11, 2016.

2015/12/2 村瀬雅俊：「おどろきと楽しみにみちた学びの世界」GSEE/Kyoto 京都大学基礎物理
学研究所　2015 年 12 月 2日

2015/11/21 村瀬雅俊：京都大学大学院総合生存学館（思修館）ELP 講座「未来創成学への挑戦
－想定外事態、人的失敗を前提とする学問創成」京都大学橘会館　2015 年 11 月 21
日

2015/10/15 村瀬雅俊：鳥取県立鳥取東高等学校　公開講座「生命の基礎物理学」京都大学基礎
物理学研究所　2015 年 10 月 15 日

2015/10/15 村瀬雅俊：環境講座【失敗や想定外事態から学ぶ－新たな学問創成に向けて－】「第
一講　環境と生命－環境の認識から未来の創成へ－」、宇治市生涯学習センター　
2015 年 10 月 15 日

2015/10/8 村瀬雅俊：環境講座【失敗や想定外事態から学ぶ－新たな学問創成に向けて－】「第
二講　環境を巡る成功と失敗－その思いがけない展開－」、宇治市生涯学習センター　
2015 年 10 月 8日

2015/10/2 村瀬雅俊：滋賀県立膳所高等学校　京都大学高大連携講座「統合科学への招待」京
都大学基礎物理学研究所　2015 年 10 月 2日

2015/10/1 村瀬雅俊：環境講座【失敗や想定外事態から学ぶ－新たな学問創成に向けて－】「第
一講　環境とは何か－環境と人とのつながりについて－」、宇治市生涯学習センター　
2015 年 10 月 1日

2015/9/8-10 村瀬雅俊：2015 年度立命館大学集中講義、統合科学への招待、立命館大学　2015
年 9月 8日 -10 日

2015/8/8 村瀬雅俊：第 10回　国際教育学会「おどろきとたのしみに満ちた学びの世界－奇跡
をおこす科学教育－」同志社大学　2015 年 8月 8日

2015/7/4 村瀬雅俊：2015 年度三重大学大学院医学研究科集中講義、未来創成学への招待、三
重大学大学院医学研究科　2015 年 7月 4日

2015/6/7 村瀬雅俊：第 24回　日本臨床環境医学会学術集会「レジリエンスとアドホクラシー
臨床文化生態学への挑戦」、北里大学　2015 年 6月 7日

2015/6/4 村瀬雅俊：複雑系思考－未来適応から未来創成へのパラダイム転換－、ホテルオー
クラ京都 3 階 光舞、2015 年 6月 4日

報告書 2015 村瀬雅俊：SPIRITS 対談（河野泰之　京都大学東南アジア研究センター）京都大学
SPIRITS 成果報告書 08-14、2015

2015 村瀬雅俊：統合創造学の創成－市民とともに京都からの発信－、京都大学 SPIRITS
成果報告書 08-14、2015

集中講義 2015 村瀬雅俊：京都大学全学共通講座「人間とは何か？生命現象の自然科学的・哲学的
基礎」京都大学　2015 年度前期課程

2015 村瀬雅俊：京都大学全学共通講座「構成的認識論」京都大学 2015 年度前期課程
国内会議主催 2016/3/14-16 Masatoshi Murase（chair）: International Workshop on Advanced Future 

Studies, Coop-Inn Kyoto, March 14-16, 2016
2016/2/12 Masatoshi Murase（chair）: International Symposium on Advanced Future 

Studies, Yukawa Institute for Theoretical Physics, February 12, 2016
2015/8/6-7 村瀬雅俊：京都大学基礎物理学研究所研究会「複雑システムにおける創造的破壊現

象の原理に迫る」コープイン京都、2015 年 8月 6～ 7日
2015/8/6 村瀬雅俊：京都大学研究連携基盤・未来創成学学際シンポジウム「未来創成学の展望」、

コープイン京都、2015 年 8月 6日
国際会議主催 2015/5/26 Masatoshi Murase（chair）: International Workshop on“Life and Matter and 

Society: Emergent Behavior Beyond Expectations” at Kyoto University Seminar 
House, May 26, 2015.

新聞記事 2016/2/27 村瀬雅俊：「生命の不思議」同志社大学創造経済研究センター「命、生命の不思議な
旅の物語」シンポジウム　今宮神社、2016 年 2月 27 日

2015/12/16 村瀬雅俊：「社会人教育　教養を重視」日経新聞朝刊　2015 年 12 月 16 日
山内　敦 論文 2015 （1）Yamauchi, A., M. van Baalen, Y. Kobayashi, J. Takabayashi, K. Shiojiri 

and M. W. Sabelis. 2015. Cry-wolf signals emerging from coevolutionary 
feedbacks in a tritrophic system. Proceedings of the Royal Society series B, 
282:20152169.

2015 （2）Yamauchi, A. and D. Takahashi. 2015. Environmental variation does not 
always promote plasticity: Evolutionarily realized reaction norm for costly 
plasticity. Evolutionary Ecology Research, 16:631-647.

学会発表 2016/3 （3）山内淳. 形質マッチングに基づく互恵関係の方向性淘汰の下での進化条件. 2016
年 3月, 第 63 回日本生態学会, 仙台.（口頭）

2015/8 （1）Yamauchi, A., M. van Baalen, W. Sabelis. Spatial patterns generated by 
simultaneous cooperation and exploitation favour the evolution of altruism. 
2015年8月, 日本数理生物学会-日中韓数理生物学コロキウム合同大会, 京都.（口頭）
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2015/8 （2）Yamagishi, T., R. Booton, A. Yamauchi. The joint evolution of gynodioecy 

and selfi ng. 2015年8月, 日本数理生物学会-日中韓数理生物学コロキウム合同大会, 
京都.（ポスター）

研究費獲得 2015 日本学術振興会科学研究費　基盤（C）
アウトリーチ活動 2015/11/7 京都大学生態学研究センター一般公開 体験学習「生き物の数の変化をシミュレー

ションしよう！」, 2015 年 11 月 7日
2015/10/6 島根県立出雲高校研修 体験学習, 2015 年 10 月 6日

山口　栄一 著書 2015/7 『総合生存学－グローバル・リーダーのために』 第 20 章「サイエンスとトランス・
サイエンス」, 京大出版会, 2015/7

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』（編）, 東大出版会, 
2015/3

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』　序章「新しいイノ
ベーション・モデルの探索に向けて」, 東大出版会, 2015/3

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』　第 1章「イノベー
ション政策の中核－ SBIR 制度とは何か」, 東大出版会, 2015/3

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』第 4 章「日本の
SBIR 制度とその効果の米国との比較」, 東大出版会, 2015/3

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』 第 6章「サイエンス
の風景―分野知図の生成と分析」, 東大出版会, 2015/3

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』 第 7章「医薬品産業
―日本はなぜ凋落したか：イノベーション政策の最適解」, 東大出版会, 2015/3

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』　第 10章「農業―サ
イエンス型産業への変革に向けて」, 東大出版会, 2015/3

2015/3 『イノベーション政策の科学－ SBIR の評価と未来産業の創造』　第 15章「新しいイ
ノベーション・モデル」, 東大出版会, 2015/3

論文 2015/11/30 日本人は「科学する」力を持っているか 長岡半太郎と大河内正敏――日本の物理学
の礎を築いた先達, 日経テクノロジーオンライン, 2015/11/30

2015/11/1 科学をイノベーションに転ずるために―沈みゆく船・日本を救え, 太陽グランドソン
トン・エグゼクティブニュース, 第 153 号, 2015/11/1

2015/10/22 は生を意味付ける宗教が教えられない 大石眞教授に聞く墓事情の国際比較（後編）, 
日経テクノロジーオンライン, 2015/10/22

2015/10/8 死者にも与えられるべき人間の尊厳 大石眞教授に聞く墓事情の国際比較（前編）, 日
経テクノロジーオンライン, 2015/10/8

2015/9/1 科学者とは何か―その 2　SBIR 制度の日米比較, 情報管理 Vol.58, No.6, pp. 462-
470, 2015/9/1

2015/8/26 原爆開発という負の烙印 ハイゼンベルクとマイトナー―歴史に翻弄された人生, 日
経テクノロジーオンライン, 2015/8/26

2015/8/6 墓標はいつしか、森羅万象を表す方程式に書き換えられた エルヴィン・シュレーディ
ンガー―奔放たる知の越境者, 日経テクノロジーオンライン, 2015/8/6

2015/7/10 簡素な墓石が示す、誇りに満ちた孤高の精神 ルイ・ドゥ・ブロイ―不当に過小評価
されてきた天才, 日経テクノロジーオンライン, 2015/7/10

2015/6/12 墓石には “宇宙の設計図 ”が刻まれた マックス・プランク―凡庸をめざした革命の
先導者, 日経テクノロジーオンライン, 2015/6/12

2015/5/11 パラダイム破壊者は悲劇に見舞われた ルートヴィッヒ・ボルツマン―最後のマン・
オブ・サイエンス, 日経テクノロジーオンライン, 2015/5/11

2015/5/1 科学者とは何か―その 1　日本の科学と産業が縮みゆく理由（わけ） , 情報管理 
Vol.58, No.2, pp.135-138, 2015/5/1

2015/4/6 最も偉大な物理学者は、遊び心満載の “遊園地 ”に眠る アイザック・ニュートン―
華やかなるベスト・オブ・ザ・ベスト , 日経テクノロジーオンライン, 2015/4/6

2015/3/25 沈みゆく船・日本を救え－本物の SBIR 制度導入に向けて, 日本ベンチャー学会会報　
Vol.69, 2015/3/25

2015/3/25 創発と恋心に導かれ、ぼくは物理学者の墓を巡る　－偉大な発見にまつわるドラマ
が眠る場所, 日経テクノロジーオンライン, 2015/3/25

山田　道夫 著書（訳書） 2015 ティモシー・ガワーズ，ジューン・バロウ＝グリーン，イムレ・リーダー編, プリン
ストン数学大全，朝倉書店，2015.（共訳）（翻訳：III-98　ウェーブレット，VII-3　 
ウェーブレットとその応用）

論文 2015/7 Eiichi Sasakia, Shin-ichi Takehiro and Michio Yamada, 2015, Bifurcation 
structure of two-dimensional viscous zonal fl ows on a rotating sphere, Journal 
of Fluid Mechanics, 774, pp 224- 244, 2015（July）, DOI:http://dx.doi.
org/10.1017/jfm.2015.262
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2015 Masanobu Inubushi, Shin-ichi Takehiro, and Michio Yamada, 2015, 

Regeneration cycle and the covariant Lyapunov vectors in a minimal 
wall turbulence, Phys. Rev. E 92, 023022-1 to -14 , 2015., DOI: 10.1103/
PhysRevE.92.023022

2015 Yoshitaka Saiki, Michio Yamada, Abraham C.-L. Chian, Rodrigo A. Miranda 
and Erico L. Rempel, Reconstruction of chaotic saddles by classification of 
unstable periodic orbits: Kuramoto-Sivashinsky equation, Chaos 25, 103123, 
2015, http://dx.doi.org/10.1063/1.4933267

講演 2016/1/16 M.Yamada（ 招 待 講 演 ）, 2D Navier-Stokes equations on a sphere, Naruto 
Workshop on Vortex Dynamics, Hotel Ad Inn Naruto, Jan. 16, 2016

2015/12/10 山田道夫（招待講演）, 微生物の運動と帆立貝定理, 数学協働プログラム「生命ダイ
ナミクスの数理とその応用：理論からのさらなる深化」, 東京大学大学院数理科学研
究科大講義室, 2015/12/10

2015/12/7 山田道夫（招待講演）, 球面上の 2 次元 Navier-Stokes 流 , 九州大学マス・フォア・
インダストリ研究所, 「共共拠点研究会 RIMS1963-IMI2013」, 2015/12/7

2015/11/6 山田道夫（招待講演）, 決定論的方程式に従う系における極値の統計, 統計数理研共
同研究集会「極値理論の工学への応用」, 2015/11/6

2015/8/11 M.Yamada（招待講演）, Stability of one-directional fl ow on a rotating sphere, 
ICIAM2014, Beijing, Aug.11, 2015

2015/4/17 山田道夫（招待講演）, 2 次元流の渦力学と帯状流, 研究会「渦を知る」，京都大学数
理解析研究所, 2015/4/17

研究費獲得 2015-2017 挑戦的萌芽研究, 非線形共鳴相互作用が支配する漸近的力学系と流体方程式, 2015
～ 2017 年 直接経費総額 2,800,000 円（2015 年度 1,600,000 円）

2012-2017 基盤研究（B）, 流体方程式における自発的流れパターン形成―　解の特異性と大規
模流動現象, 2012 ～ 2017 年 直接経費総額 13,800,000 円, （2015 年度 2,300,000
円）

研究会運営 2015/12/1-4 Fluid Dynamics in Earth and Planetary Sciences（FDEPS2015）, Kansai-Seminar 
House, Kyoto, Dec.1-4, 2015.

吉村　一良 著書 2016/1/3 「磁気便覧」（日本磁気学会編，2016/01/3，丸善出版）（ISBN978-4-621-30014-5 
C3050）共著，吉村一良 担当分：1.9.5 項（pp. 150 ～ 161）

論文 2015 “Soft X-ray Angle Resolved Photoemission with Micro Positioning Techniques 
for Metallic V2O3” Hidenori Fujiwara*, Takayuki Kiss, Yuki K.Wakabayashi, 
Yoshito Nishitani, Takeo Mori, Yuki Nakata, Satoshi Kitayama, Kazuaki 
Fukushima, Shinji Ikeda, Hiroto Fuchimoto, Yosuke Minowa, Sung-Kwan 
Mo, Jonathan Denlinger, JamesW. Allen, Patricia Metcalf, Masaki Imai, 
Kazuyoshi Yoshimura, Shigemasa Suga, Takayuki Muro and Akira Sekiyama, J. 
Synchrotron Rad. 22, 776-780（2015）. （Journal of Synchrotron Radiation 22, 
doi:10.1107/S1600577515003707（2015））

2015 “Magnetic analysis of a melt-spun Fe-dilute Cu60Ag35Fe5 alloy” Shin-ichiro 
Kondo, Kazuhiro Kaneko, Takao Morimura, Hiromichi Nakashima, Shin-Taro 
Kobayashi, Chishiro Michioka, Kazuyoshi Yoshimura, Physica B 463, 108-113
（2015）.

2015 “Ambient Pressure Structural Quantum Critical Point in（CaxSr1-x）3Rh4Sn13” S. 
K. Goh, D. A. Tompsett, P. J. Saines, H. C. Chang, T. Matsumoto, M. Imai, K. 
Yoshimura, and F. M. Grosche, Phys. Rev. Lett. 114, 097002/1-5（2015）.

2015 “Magnetic phase diagram of Sr1-xCaxCo2P2 determined with m+SR” Jun 
Sugiyama, ∗ Hiroshi Nozaki, Izumi Umegaki, Masashi Harada, Yuki Higuchi, 
Kazutoshi Miwa, Eduardo J. Ansaldo, Jess H. Brewer, Masaki Imai, Chishiro 
Michioka, Kazuyoshi Yoshimura, and Martin M˚ansson, Phys. Rev. B 91, 
144423/1-5（2015）.

2015 “Control of the valence instability of tetravalent chromium in 1T-CrSe2 by 
anion substitution and pressure”, Shintaro Kobayashi, Hiroaki Ueda, Chishiro 
Michioka and Kazuyoshi Yoshimura, J. Phys. Soc. Jpn. 84, 064708/1-7（2015）.

2015 “Static and dynamical magnetic properties of an itinerant ferromagnet 
LaCo2P2” Masaki Imai, Chishiro Michioka Hiroaki Ueda and Kazuyoshi 
Yoshimura, Phys. Rev. B 91, 181144/1-7（2015）.

2015 “Spin-liquid behavior in the spin-frustrated Mo3 cluster magnet Li2ScMo3O8 
in contrast to magnetic ordering in isomorphic Li2InMo3O8” Yuya Haraguchi, 
Chishiro Michioka, Masaki Imai, Hiroaki Ueda, and Kazuyoshi Yoshimura, 
Phys. Rev. B 92, 014409/1-7（2015）.

2015 “Magnetic analysis of a melt-spun Fe-dilute Cu60Au35Fe5 alloy” Shin-ichiro 
Kondo, Kento Ogawa, Takao Morimura, Hiromichi Nakashima, Shin-Taro 
Kobayashi, Chishiro Michioka, Kazuyoshi Yoshimura Journal of Alloys and 
Compounds 640, 193-200（2015）.
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
2015 “Structural anomalies and short-range magnetic correlations in the orbitally 

degenerate system Sr2VO4” Ichihiro Yamauchi, Kazuhiro Nawa, Masatoshi 
Hiraishi, Masanori Miyazaki, Akihiro Koda, Kenji M. Kojima, Ryosuke Kadono, 
Hironori Nakao, Reiji Kumai, Youichi Murakami, Hiroaki Ueda, Kazuyoshi 
Yoshimura, and Masashi Takigawa, Phys. Rev. B 92, 064408/1-7, （2015）.

2015 “119Sn NMR study in the normal state of the superconductor Ca3Ir4Sn13” Bin 
Chen, JinHu Yang, Yang Guo and Kazuyoshi Yoshimura, EPL 111, 17005/p1-
p5, （2015）.

2015 “Strong Coupling Superconductivity in the Vicinity of the Structural Quantum 
Critical Point in（CaxSr1-x）3Rh4Sn13” Wing Chi Yu, Yiu Wing Cheung, Paul 
J. Saines, Masaki Imai, Takuya Matsumoto, Chishiro Michioka, Kazuyoshi 
Yoshimura, and Swee K. Goh, Phys. Rev. Lett. 115, 207003/1-5（2015）.

学会発表 2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
19aBN-2「三角格子反強磁性体ACrX2（A=Li, Na, X=Se, Te）の構造と磁性」, 小
林慎太郎，植田浩明，道岡千城，吉村一良（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
19aBN-5「逐次相転移を示すCrSe2 の走査トンネル分光による電子状態の測定 II」, 
藤澤唯太，島袋竜成，出村郷志，小林慎太郎，植田浩明，道岡千城，吉村一良，坂
田英明（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
19aPS-1-940「層状化合物CrTe2 およびその周辺物質の磁性」, 水野弘樹，道岡千城，
小林慎太郎，植田浩明，吉村一良（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
19aPS-21「M型 Sr フェライトの磁気異方性の増強に対する Co2+, Fe2+ の役割」, 
谷奥泰明，森下翔，植田浩明，道岡千城，吉村一良（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
19aPS-23「M型 Sr1-xLaxFe12O19 単結晶における磁気異方性と電気伝導特性」, 森
下翔，植田浩明，道岡千城，吉村一良（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
19aPS-73「三角格子反強磁性体 LiAMF6（M=Ti, V, Cr）の磁性」, 篠原翔，植田浩明，
道岡千城，松尾晶，金道浩一，吉村一良（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
19pAU-7「S=3/2 カゴメ格子反強磁性体A2BCr3F12 の単結晶の磁性」, 後藤真人，
植田浩明，道岡千城，松尾晶，金道浩一，吉村一良（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
21aCC-3「三角格子クラスター磁性体Nb3X8（X=Cl, Br）の単結晶育成と非磁性化
相転移」, 原口祐哉，道岡千城，植田浩明，吉村一良（共著）

2016/3/19-22 日本物理学会　第 71 回年次大会（2016 年 3 月 19 日～ 3月 22 日，於：東北大学） 
21pBM-13「Bi フラックス法を用いたYbMn6Ge6 単結晶の育成と物性」, 勝間勇人，
道岡千城，植田浩明，松尾晶，金道浩一，辻井直人，吉村一良（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―17A「層状化合物 Sr（Co1-xNix）2P2 の物性」, 今井　
正樹，道岡　千城，植田　浩明，吉村　一良（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―18A「YbMn6Ge6 およびその周辺物質の単結晶育成と
物性」, 勝間　勇人，道岡　千城，植田　浩明，吉村　一良（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―19A「層状化合物 KCo2（Se1-xSx）2 の遍歴電子強磁
性と磁気異方性」, 菅野　誉，今井　正樹，道岡　千城，植田　浩明，吉村　一良（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京
都大学百周年時計台記念館）, 3―20A「Eff ect of Co Doping on the Magnetic 
Properties of FeGa3」, Yao ZHANG, Masaki IMAI，Chishiro MICHIOKA，
Hiroaki UEDA， Kazuyosi YOSHIMURA（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―26A「カゴメ格子反強磁性体A2BM3F12（A, B：アル
カリ金属，M：Ti, V）における強磁場下での磁気異常」, 後藤　真人，植田　浩明，
道岡　千城，吉村　一良, 松尾　晶，金道　浩一（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―27A「S=1 三角格子反強磁性体 LiAVF6 の磁性」, 篠原 
翔，植田　浩明，松尾　晶，金道　浩一，道岡　千城，吉村　一良（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―30A「NMRからみた混合原子価鉄酸化物NaFe2O3 の
電荷秩序状態」, 小林 慎太郎，道岡　千城，植田　浩明，吉村　一良（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―31A「La, Co 置換 SrFe12O19 の単結晶育成および磁気
異方性」 谷奥　泰明，森下　翔，植田　浩明，道岡　千城，吉村　一良（共著）
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都

大学百周年時計台記念館）, 3―32A「新規フラストレートクラスター磁性体Na3A2
（MoO4）2Mo3O8（A=In，Sc）の合成と物性」, 原口　祐哉，道岡　千城，植田　浩明，
吉村　一良（共著）

2015/11/11-12 粉体粉末冶金　平成 27 年度秋季大会（平成 27 年 11 月 11 日～ 12 日，於：京都大
学百周年時計台記念館）, 3―38A「La, Co 置換M型 Sr フェライト単結晶の合成及
び磁気異方性の評価」 森下　翔，谷奥　泰明，植田　浩明，道岡　千城，吉村　一良（共
著）

2015/11/8-10 3rd International Conference on Powder Metallurgy in Asia, Kyoto, Japan, 8 ～
10, Nov., 2015（於：京都大学百周年時計台記念館）, 9E-TD-24 “Novel Magnetic 
Phenomena in S=1/2 Kagome-Lattice Titanium Fluorides A2BTi3F12（A, B 
: Alkali Metal）”, M. Goto, H. Ueda, C. Michioka, A. Matsuo, K. Kindo, K. 
Yoshimura（共著）

2015/11/8-10 3rd International Conference on Powder Metallurgy in Asia, Kyoto, Japan, 8
～ 10, Nov., 2015（於：京都大学百周年時計台記念館）, 9E-TD-25 “Synthesis of 
Transition Metal Oxides by Controlling Oxygen Partial Pressure using a ZrO2 
Oxygen Pump”, S. Kobayashi, H. Ueda, C. Michioka, K. Yoshimura（共著）

2015/11/8-10 3rd International Conference on Powder Metallurgy in Asia, Kyoto, Japan, 8
～ 10, Nov., 2015（於：京都大学百周年時計台記念館）, 9E-TD-26 “Chemical 
Pressure Eff ect of the Frustrated Cluster Magnet Li2ScMo3O8”, Y. Haraguchi, C. 
Michioka, H. Ueda, K. Yoshimura（共著）

2015/11/8-10 3rd International Conference on Powder Metallurgy in Asia, Kyoto, Japan, 
8 ～ 10, Nov., 2015（於：京都大学百周年時計台記念館）, 9E-TD-27 “Physical 
Properties of An Exchange-enhanced Pauli Paramagnetic Metal, ACo2P2（A=Sr, 
Ba）”, M. Imai, C. Michioka, H. Ueda, A. Matsuo, K. Kindo, K. Yoshimura（共著）

2015/11/8-10 3rd International Conference on Powder Metallurgy in Asia, Kyoto, Japan, 
8 ～ 10, Nov., 2015（於：京都大学百周年時計台記念館）, P-TD-73 “Syntheses 
and Physical Properties of the Triangular Lattice Antiferromagnetic Fluorides, 
LiAIIMIIIF6”, S. Shinohara, H. Ueda , C. Michioka, A. Matsuo, K. Kindo, K. 
Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, Oral Session 3 “Structural Quantum 
Criticality in Superconducting（CaxSr1-x）3Rh4Sn13”, S. K. Goh, D. A. 
Tompset, P. J. Saines, H. C. Chang, T. Matsumoto, M. Imai, K. Yoshimura , and 
F. M. Grosche（invited, 共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-3 “Various Ground States and 
Magnetically Excited States in the S=1/2 Ti3+ Kagoḿ e Antiferromagnets 
A2BTi3F12（A, B : Alkali Metal）”, M. Goto, H. Ueda, C. Michioka, A. Matsuo, 
K. Kindo, and K. Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-4 “Magnetic properties of S=1/2 
frustrated cluster magnetsLi2In1-xScxMo3O8”, Yuya Haraguchi, Chishiro 
Michioka, Hiroaki Ueda, and Kazuyoshi Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-8 “The study of the ground state of 
the itinerant-electron magnet Sr1-xCaxCo2P2”, M. Imai, C. Michioka, H. Ueda, 
and K. Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-9 “The magnetism and magnetic 
anisotropy in the layered system KCo2（Se1-xSx）2”, T. Kanno, M. Imai, C. 
Michioka, H. Ueda, and K. Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-12 “Magnetic properties of new 
ternary chalcogenides ACrX2（A=Li, Na, X=Se, Te）with triangular lattices”, S. 
Kobayashi, H. Ueda, C. Michioka, and K. Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-19 “Magnetic anisotropy of Sr1-
xLaxFe12O19 studied using single crystals”, H. Morishita, Y. Tanioku, H. Ueda, 
C. Michioka, and K. Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 
2015（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-27 “Syntheses and physical 
properties of the triangular lattice antiferromagnet, LiAIIMIIIF 6”, S. Shinohara, 
H. Ueda, A. Matsuo, K. Kindo, C. Michioka, and K. Yoshimura（共著）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-30 “La, Co substitution eff ects on 
magnetic anisotropy of the M-type hexagonal ferrite SrFe 12O19 using single 
crystals”, Y. Tanioku, H. Morishita, C. Michioka, H. Ueda, and K. Yoshimura（共
著）
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2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015

（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, PS-36 “Eff ect of Co substitution on the 
magnetic properties in FexCo1-xGa3”, Yao Zhang, Chishiro Michioka, Masaki 
Imai, Hiroaki Ueda, and Kazuyoshi Yoshimura（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
16aPS-11「ダブルペロブスカイトA2BTiF6 における磁性と構造相転移のアルカリ
金属置換効果」, 植田浩明, 山川智大, 後藤真人, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
16aPS-21「単結晶を用いた六方晶フェライト SrFe12O19 の磁気異方性に対する
La, Co 置換効果」, 谷奥泰明, 森下翔, 植田浩明, 道岡千城, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
16aPS-22「マグネトプランバイト型構造を持つ La 置換 SrFe12O19 の単結晶にお
ける磁気的性質」, 森下翔, 谷奥泰明, 植田浩明, 道岡千城, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
16aPS-49「新しいハニカム格子磁性体AMO3（A=Mg, Zn; M=Mn, Ru, Ir）の合成
と物性」, 原口祐哉, 道岡千城, 植田浩明, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
17aCM-1「S=1/2三角格子クラスター磁性体Li2In1-xScxMo3O8の磁性」, 原口祐哉, 
道岡千城, 植田浩明, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
17aCM-5「S=1三角格子反強磁性体LiAVF6の単結晶育成と磁性」, 篠原翔, 植田浩明, 
松尾晶, 金道浩一, 道岡千城, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
17aPS-51「篭状構造をもつ超伝導体 Sr3Ir4Sn13 における相転移」, 金子耕士, 松田
雅昌, 筒井智嗣, Swee K. Goh, 松元卓也, 今井正樹, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
17aPS-81「YbMn6Ge6 およびその置換物質の単結晶育成と物性」, 勝間勇人, 道岡
千城, 植田浩明, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
18aCG-2「カゴメ格子反強磁性体 A2BM3F12（A, B：アルカリ金属、M：Ti, V）
の単結晶の強磁場磁化過程」, 後藤真人, 植田浩明, 道岡千城, 松尾晶, 金道浩一, 吉村
一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
18pCH-2「強磁性に近い金属 SrCo2P2 のキャリア制御による磁気秩序相の発現」, 
今井正樹, 道岡千城, 植田浩明, 吉村一良（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
19aPS-77「放射光 X 線回折とミュオンスピン回転・緩和法で見た軌道縮退系
Sr2VO4 の基底状態」, 山内一宏, 那波和宏, 平石雅俊, 宮崎正範, 幸田章宏, 小嶋健児, 
門野良典, 中尾裕則, 熊井玲児, 村上洋一, 植田浩明, 吉村一良, 瀧川仁（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
19aPS-87「逐次相転移を示すCrSe2 の走査トンネル分光法による電子状態の測定」, 
藤澤唯太, 島袋竜成, 出村郷志, 小林慎太郎, 植田浩明, 道岡千城, 吉村一良, 坂田英明
（共著）

2015/9/16-19 日本物理学会　2015 年秋季大会（2015 年 9 月 16 日～ 19 日，於：関西大学） 
19aPS-91「三角格子をもつ混合原子価鉄酸化物NaFe2O3 の電荷秩序のNMRによ
る研究」, 小林慎太郎, 道岡千城, 植田浩明, 吉村一良（共著）

2015/9/8-11 第 39 回 日本磁気学会学術講演会（2015 年 9 月 8 日～ 11 日，於：名古屋大学）・
9pA-5「La, Co置換M型Srフェライトの単結晶育成及び磁気異方性の評価」 森下翔，
谷奥泰明，植田浩明，道岡千城，吉村一良（共著）

2015/9/8-11 第 39 回 日本磁気学会学術講演会（2015 年 9 月 8 日～ 11 日，於：名古屋大学） 
9aB-11「層状化合物強磁性体ACo2X2 の磁気異方性」, 今井正樹，菅野誉，道岡千城，
楊金虎，陳斌，植田浩明，吉村一良（共著）

2015/7/5-10 20th International Conference on Magnetism, Barcelona, Spain, July 5-10, 
2015 TU.C-P02 “Variation of magnetic phases in Sr1-xCaxCo2P2 clarifi ed with 
muon-spin spectroscopy”, J. Sugiyama, H. Nozaki, M. Harada, I. Umegaki, K. 
Miwa, M. Imai, C. Michioka, K. Yoshimura, E. Ansaldo, J. Brewer（共著）

2015/7/5-10 20th International Conference on Magnetism, Barcelona, Spain, July 5-10, 
2015 TH.A-P32 “Substitution effects in an itinerant electron metamagnetic 
compound SrCo2P2”, M. Imai, C. Michioka, H. Ueda, A. Matsuo, K. Kindo, K. 
Yoshimura（共著）

2015/7/5-10 20th International Conference on Magnetism, Barcelona, Spain, July 5-10, 2015 
FR.D-P08 “Magnetic ground state of a two-dimensional triangular compound, 
CrSe2, studied with muon-spin spectroscopy”, J. Sugiyama, H. Nozaki , I. 
Umegaki, K. Miwa, S. Kobayashi, C. Michioka , H. Ueda , K. Yoshimura, J. 
Brewer（共著）
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氏名 カテゴリー 発行・発表年 掲載内容
2015/7/5-10 20th International Conference on Magnetism, Barcelona, Spain, July 5-10, 

2015 FR.D-P53 “Substitution eff ect on S=1/2 frustrated magnetic cluster system 
Li2AMo3O 8（A=In, Sc）”, Y. Haraguchi, C. Michiok, H. Ueda, K. Yoshimura（共
著）

2015/5/26-28 粉体粉末冶金　平成 27 年度春季大会（2015 年 5 月 26 日～ 28 日，於：早稲田大
学）3―56A「擬二次元遍歴電子磁性体ACo2P2（A=アルカリ土類金属、希土類金属）
のNMR測定」, 今井　正樹，道岡　千城，植田　浩明，吉村　一良（共著）

2015/5/26-28 粉体粉末冶金　平成 27年度春季大会（2015 年 5月 26 日～ 28日，於：早稲田大学）
3―57A「籠状超伝導体A3T4Sn13（A= Ca, Sr, La, T= Co, Rh, Ir）の物性」吉村　
一良，今井　正樹，谷奥　泰明，道岡　千城，植田　浩明，Swee K. GOH（共著）

国際会議主催 2015/11/8-10 3rd International Conference on Powder Metallurgy in Asia, Kyoto, Japan, 8 ～
10, Nov., 2015（於：京都大学百周年時計台記念館）, 組織委員会委員，プログラム
委員会委員（粉体粉末冶金協会，粉末冶金工業会が主催者）

2015/9/25-27 International Workshop on Itinerant-Electron Magnetism, 25 ～ 27, Sep., 2015
（於：京都大学理学研究科セミナーハウス）, 主催者，組織委員長，実行委員長 ホー
ムページ：http://kuchem.kyoto-u.ac.jp/kinso/IWIEM/index.html

研究費獲得 2015/4/23-
2016/3/31

NEDO（H27.4.23 ～ H28.3.31）「次世代自動車向け高効率モーター用磁性材料技術
開発／新規高性能磁石材料の探索に関する検討／高性能磁石母材の探索に向けた新
規磁性強化法に関する検討」（研究代表）（12,000 千円）

2014-2016 産学共創基礎基盤研究（H26 ～ H28・科学技術振興機構（JST））「遷移金属の価数
に着目した鉄系酸化物磁石の実用材料周辺の基礎科学とその高性能化に向けた物質
設計指針の提案」（研究分担）（H27 年度 4,000 千円）

学会活動 2015/4/1-
2016/3/31

日本物理学会：代議員（2015 年 4月 1日～ 2016 年 3月 31 日）

2014/6-2016/5 粉体粉末冶金協会：副会長（2014 年 6月～ 2016 年 5月）
2014/11/1-
2016/10/31

日本化学会：代議員（2014 年 11 月 1日～ 2016 年 10 月 31 日）

2002/6-2016/5 粉体粉末冶金協会：理事（2002 年 6月～ 2016 年 5月）
新聞記事 2015/10/7 京都新聞，2015 年 10 月 7 日水曜日，p20「不思議 驚き 超伝導教室」（園部高生，

京大教授に学ぶ）
方　明虎 論文 2015 2. X. B. Wang, H. P. Wang, Hangdong Wang, Minghu Fang, and N. L. Wang, 

Optical properties of TlNi2Se2: Observation of pseudogap formation, Phys. 
Rev. B 92, 245129（2015）.

2015 3. Rajwali Khan and Fang Ming-Hu, Dielectric and magnetic properties of（Zn, 
Co）co-doped SnO2 nanoparticles, Chin. Phys. B 24, 127803（2015）.

2015 4. B. Freelon, Yu Hao Liu, Jeng-Lung Chen, L. Craco, M. S. Laad, S. Leoni, 
Jiaqi Chen, Li Tao, Hangdong Wang, R. Flauca, Z. Yamani, Minghu Fang, 
Chinglin Chang, J.-H. Guo, and Z. Hussain; Mott-Kondo insulator behavior in 
the iron oxychalcogenides; Phys. Rev. B 92, 155139（2015）.

2015 5. Hangdong Wang, Qianhui Mao, Huimin Chen, Qiping Su, Chiheng Dong, 
Rajwali Khan, Jinhu Yang, Bin Chen, and Minghu Fang; Superconductivity and 
disorder effect in TlNi2Se2-xSx compounds, J. Phys.: Condens. Matter 27, 
395701（2015）.

2015 6. Hangdong Wang a, b, JinhuYang a, b, ChihengDong b, QianhuiMao b, 
Jianhua Du b, MinghuFang，Crystal growth and characterization of the quasi-
one- dimensional compound BaCoO3, Journal of Crystal Growth 430, 52（2015）.

2015 7. N. Xu, C. E. Matt, P. Richard, A. van Roekeghem, S. Biermann, X. Shi, S.-
F. Wu, H. W. Liu, D. Chen, T. Qian, N. C. Plumb, M. Radovíc, Hangdong 
Wang, Qianhui Mao, Jianhua Du, Minghu Fang, J. Mesot, H. Ding, and M. 
Shi; Camelback-shaped band reconciles heavy-electron behavior with weak 
electronic Coulomb correlations in superconducting TlNi2Se2; Phys. Rev. B 92, 
081116（R）（2015）.
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